
　沖の島保育園と沖の島小学
校で、入園式と入学式が行わ
れました。保育園は9年ぶり、
小学校は3年ぶりの再開とな
ります。新生活のスタートに、
胸が弾みますね。

今月の主な内容
●平成24年度当初予算報告
●宿毛花へんろマラソン
　　　　　2012結果報告

●市議会だより
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人のうごき
（24．4．1 現在）

世帯数�10,245� －8
人　口�22,587� －77
 （男）� 10,570� －37
 （女）� 12,017� －40

3 月 中 の
異動状況

出生�12
死亡�24
転入�114
転出�179

前月比

広報すくも
2 0 1 22 0 1 2
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②

歳　入

「性質別歳出　年度別比較表」

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　依　存　
財

　
源

民生費
34.9%
38億934万4千円消防費

6.6％
7億2,208万9千円

普通建設事業

衛生費
7.3％
7億9,773万8千円

農林水産業費
3.9％
4億3,072万9千円

災害復旧費
1.6％
1億7,851万4千円

教育費
6.0％
6億5,532万4千円

商工費
1.5％
1億6,000万8千円 議会費ほか

3.9％
4億2,382万3千円

土木費
8.5％
9億2,444万4千円

公債費
12.7％
13億8,688万5千円

総務費
13.1%
14億2,718万円

市 税
19.1%
20億8,807万円

地方交付税
39.4%
43億円

国庫支出金
13.0%
14億2,387万5千円

県支出金
8.1%
8億8,444万3千円

市債
11.4%
12億4,478万9千円

その他依存財源
3.5%
3億8,632万9千円

分担金・負担金
1.3%
1億4,728万5千円

使用料・手数料
1.2%
1億3,289万6千円

基金からの繰入金
1.9%
2億720万8千円

その他自主財源
1.0%
1億118万円3千円

平成24年度　　　
109億1,607万8千円

平成23年度　　　
99億9,347万1千円

人件費 扶助費 公債費 物件費 災害復旧事業維持補修費
その他の経費

20億8,862万4千円 9億9,992万2千円

9億2,372万2千円19億7,921万5千円

13億6,077万9千円

19億4,668万4千円 13億8,688万5千円

1億7,851万4千円5,173万3千円

補助費等

13億7,577万5千円 8億596万8千円

8億6,886万8千円20億3,181万3千円

13億8,916万6千円

19億7,739万8千円 13億9,692万6千円

9,301万1千円5,454万6千円

自　主　財
　

源

〔
用
語
解
説
〕

市
　
債

道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
等
を
行
う

際
の
、
事
業
費
に
対
す
る
財
源
不
足

を
補
う
借
金
。

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標

準
的
な
経
費
を
算
出
し
、
自
治
体
の

収
入
で
足
り
な
い
部
分
を
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
。

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の

福
祉
や
人
権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費

用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備
や
検
診
、

予
防
接
種
等
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
等
を
援
助
す
る
た
め
の

費
用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ゴ
ミ
の
収
集
業
務
、
工

事
の
設
計
業
務
等
）
、
光
熱
水
費
、

電
話
料
、
郵
便
料
、
事
務
用
品
や
旅

費
等
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
（
消
防
、
ゴ
ミ
処

理
等
）
へ
の
負
担
金
等
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
等
の
施

設
整
備
の
費
用
。

歳　出
（目的別）

平成24年度 当初予算報告
一 般 会 計 総 額
109億1,607万8千円
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予　算　額

１０９億１，６０７万８千円

３１億８，３３９万１千円

７，０５０万５千円

１億３，６８０万２千円

４億５，０４４万３千円

１億９，０９９万円

４億２，５８５万円

１億１，３４１万８千円

４１３万３千円

２２億１，２１４万２千円

６，７３９万１千円

２億４，８０２万１千円

７１億３０８万６千円

６億５，４６４万５千円

前年度比

９．２％

０．８％

０．６％

－１１．４％

２．４％

－３．３％

－５．６％

１７．９％

－２．３％

２．６％

５５．８％

３．４％

１．３％

－５．６％

会 計

一 般 会 計

国民健康保険事業�

へ き 地 診 療 事 業 �

定 期 船 事 業 �

特別養護老人ホーム�

学 校 給 食 事 業 �

下 水 道 事 業 �

国民宿舎運営事業�

介 護 認 定 審 査 会 �

介 護 保 険 事 業 �

土地区画整理事業�

後 期 高 齢 者 医 療 �

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
１
０
９
億
１
、６
０
７
万
８
千
円

で
、
消
防
庁
舎
の
新
設
工
事
等
の

予
算
計
上
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

９
億
２
、２
６
０
万
７
千
円
、
約
９
・

２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替

え
の
年
で
あ
り
、
税
収
に
し
て
約

１
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
よ
り
効
率
的
、
効

果
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金

１
、２
０
０
千
円

個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
に
対
し
て
補
助
す
る
。

中
学
校
学
習
支
援
事
業

４
、５
６
０
千
円

学
習
意
欲
の
向
上
、
基
礎
学
力

の
定
着
等
、
学
習
習
慣
の
定
着

と
学
力
向
上
に
向
け
、
き
め
細

か
な
対
応
を
す
る
た
め
、
学
習

支
援
員
を
派
遣
す
る
。

小
学
校
交
流
派
遣
事
業

１
、２
４
８
千
円

岐
阜
県
揖
斐
川
町
へ
小
学
生
を

派
遣
し
、
他
県
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
や
、
文
化
・
風
習
を

体
験
、
学
習
す
る
。

津
波
避
難
対
策
推
進
事
業

４
９
、０
０
０
千
円

津
波
避
難
道
整
備
、
避
難
誘
導

灯
整
備
、
海
抜
・
避
難
場
所
誘

導
看
板
の
設
置
等
を
行
う
。

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
設
置
工

事
費

８
、０
０
０
千
円

防
災
無
線
難
聴
地
域
に
屋
外
子

局
を
２
基
設
置
す
る
。

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
費

１
１
、４
０
０
千
円

市
内
２
カ
所
に
耐
震
性
貯
水
槽

を
設
置
す
る
。

体
験
型
広
域
観
光
推
進
事
業
費
補

助
金

５
７
４
千
円

初
心
者
向
け
の
体
験
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
実
施
し
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
の
振
興
を
図
る
。

地
方
道
路
整
備
事
業

１
３
６
、６
６
６
千
円

市
道
大
島
中
央
線
、
宇
須
々
木

鼻
前
線
等
の
整
備
を
行
う
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

２
、５
８
４
千
円

人
口
減
や
高
齢
化
が
進
む
「
鵜

来
島
地
区
」
に
お
い
て
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
の
た
め
、
地

域
お
こ
し
や
地
域
住
民
の
生
活

サ
ポ
ー
ト
等
、
地
域
協
力
活
動

に
従
事
す
る
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
を
導
入
す
る
。

宿
毛
市
水
産
業
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金

７
７
、８
７
５
千
円

す
く
も
湾
漁
協
田
ノ
浦
中
央
市

場
へ
の
事
務
所
等
機
能
集
約
他

に
対
し
て
補
助
す
る
。

農
地
・
水
・
保
全
管
理
支
払
交
付
金

１
２
、９
０
５
千
円

農
業
者
・
非
農
業
者
が
共
同
参

加
し
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

農
地
・
農
業
施
設
を
守
る
事
業

に
対
す
る
補
助
金

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

４
、３
１
３
千
円

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
傾
斜

農
用
地
に
お
け
る
農
業
生
産
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
交
付
金

新
規
就
農
研
修
支
援
事
業

４
、８
０
０
千
円

新
規
就
農
者
へ
研
修
費
用
の
助

成
や
受
け
入
れ
農
家
へ
の
謝
金

を
補
助
す
る
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
平
成
２４
年
度
は

左
の
表
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま

で
１１
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
７１
億
３
０
８
万
６
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
全
体
で
１
・
３
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の

で
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で

は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算

は
６
億
５
、４
６
４
万
５
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
５
・
６
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。



④

無
料
人
権
相
談

日
　
時
　
　

　
６
月
１
日

（金）

　
１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
等

主
　
催
　

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
人
権
推
進
課
　

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
市
民
総
参
加
の
清
掃
活
動
「
宿

毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
等
は
各
地
区
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　
６
月
３
日

（日）
（
小
雨
決
行
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

防
災
フ
ェ
ス
タ
in
宿
毛
２
０

１
２
開
催
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
総
合
防
災
訓
練
と
地
域

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
防
災
訓
練
の
第
１
部
は
、

風
水
害
（
土
砂
災
害
）
想
定
訓
練
、

第
２
部
は
、
南
海
地
震
・
風
水
害

想
定
訓
練
、
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
関
係
機
関
に
よ
る
防

災
に
関
す
る
出
展
や
飲
食
物
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
詳
細
に
つ
い
て
は
調
整

中
で
す
の
で
、
広
報
６
月
号
に
て

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
　
時

　
６
月

１０
日

（日）

・
防
災
訓
練
第
1
部
　

　
９
時
〜

１２
時

・
防
災
訓
練
第
2
部

　
１１
時

３０
分
〜

１５
時

１０
分

・
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
１０
時
〜

１５
時

場
　
所

・
防
災
訓
練
第
１
部

　
調
整
中

・
防
災
訓
練
第
2
部
お
よ
び
地
域

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
宿
毛
湾
港
新
港
岸
壁

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

宿
毛
市
森
林
整
備
計
画
樹
立

の
公
表

　
森
林
法
（
昭
和

２６
年
法
律
第
２

４
９
号
）
第

１０
条
の
５
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
宿
毛
市
森
林
整
備

計
画
を
平
成

２４
年
３
月

２９
日
に
樹

立
し
ま
し
た
の
で
、
同
法
第

１０
条

の
５
第

１０
項
の
規
定
に
よ
り
公
表

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

第
２１
回
春
の
い
け
ば
な
展
開

催
の
お
知
ら
せ

日
　
時

　
５
月

１２
日

（土）
・

１３
日

（日）

　
９
時

３０
分
〜

１７
時

　
（

１３
日

（日）
は

１６
時
ま
で
）

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

主
　
催
　
宿
毛
市
華
道
協
和
会

後
　
援
　
宿
毛
市
文
化
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
闢
　
美
子

　
蕁
６
３
―

１
５
８
６

宿
毛
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ふ
る
さ
と
宿
毛
を
想
わ
れ
る
皆

さ
ん
の
お
気
持
ち
に
十
分
に
応
え

る
よ
う
、
指
定
さ
れ
た
使
途
に
沿

っ
て
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
平
成

２３
年
度
に
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
々
（
公
開
を
ご

了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
岡
山
県
倉
敷
市

　
　
土
肥
　
嗣
明
　
様

・
東
京
都
港
区

　
　
長
澤
　
裕
司
　
様

・
四
万
十
市

　
　
大
森
　
景
一
　
様

・
須
崎
市

　
　
闍
橋
　
秀
昭
　
様

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
条

件
が
前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世

帯
に
限
ら
れ
る
た
め
、
税
の
確
定

す
る
６
月
ま
で
に
交
付
申
請
書
を

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
と
児

童
（

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、

最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
者
）

受
付
期
間

　
５
月
９
日

（水）
〜
５
月

３１
日

（木）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

※
所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
期
日

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
福
祉

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
全
員
の
保
険
証

・
印
鑑

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
　
　
　
　
　
　

・
平
成

２４
年
１
月
１
日
現
在
宿
毛

市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い
た

方
は
、
そ
の
住
所
地
で
発
行
す

る
平
成

２４
年
度
所
得
証
明
書
、

ま
た
は
税
務
署
発
行
の
平
成

２３

年
分
申
告
所
得
税
納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

情
報
コ
ー
ナ
ー

5月

皐  月
May
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 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 5／12踞 蛔 国家試験 5／27跣
　　 学科講習・実技講習 6／　9踞 蛔 国家試験 6／24跣

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

☆2級 ￥69,700　☆進級 ￥34,000　（試験料、講習料、申請料等こみ）

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ご冥福をお祈りします

中央6丁目 津野　哲男 77

お誕生おめでとう
（平成24年3月受付分） （平成24年3月受付分）

高砂
与市明
大島
貝塚
宿毛
港南台1丁目
平田町戸内
港南台2丁目

澤近　夏海
池田　咲耶
福岡あゆな
奥田　星來
中平和日子
茨木　奏汰
敷地　叶翔
平崎　智春

卓将
力也
寛之
雅弘
雅純
孝征
広昭
智

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者
さわちか かれん

いけだ さくや

ふくおか

おくだ せいら

いばらぎ そうた

しきち かなた

ひらさき ともはる

なかひら わ か こ

コ
ー
ス

現
在
お
す
す
め
コ
ー
ス
（
５
㎞

程
度
）
を
募
集
中
で
す
。
５
月

１６
日

（水）
ま
で
に
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
参
加
費
　
不
要

注
意
事
項

・
雨
天
時
は
、
体
育
館
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

・
は
き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

・
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
等
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
自
己
責
任
に
お
い
て
体
調
を
管

理
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

　
保
健
介
護
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地

　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、
４
帖
半
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

　
建
設
課
、
小
筑
紫
・
東
部
支
所

受
付
期
間
　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

堀
江
真
美
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ジ
ャ
ズ
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、

心
に
残
る
昭
和
の
歌
〜

日
　
時
　
６
月
６
日

（水）
　

１９
時
開
演

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

入
場
料
（
当
日
は
各
５
０
０
円
増
）

　
一
　
般
　
　
　
２
、０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
１
、０
０
０
円

出
演
者
　

 
吉
川
英
治
（
ド
ラ
ム
）

 
藤
岡
輝
行
（
ベ
ー
ス
）
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
事
務
局
・
石
崎
音
楽
教
室
内

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

神
戸
税
関
名
誉
署
長
委
嘱

　
神
戸
税
関
名
誉
署
長
に
、
宿
毛

商
工
会
議
所
顧
問
の
竹
村
建
司
さ

ん
が
再
委
嘱
（
３
期
目
）
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
税
関
支
署

　
蕁
０
８
８
―

８
３
２
―

６
１
３
１

た
ん
け
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合

か
ら
宿
毛
市
内
す
べ
て
の
小
学
校

１
年
生
に
、
傘
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

平
成
２４
年
度
す
く
も
探
健
元

気
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催

　
歩
い
て
探
健

！？
宿
毛
の
隠
れ
た

名
所
を
巡
る
と
と
も
に
、
自
分
の

健
康
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
！
２
カ

月
に
１
回
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら

一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

今
回
を
皮
切
り
に
平
成

２５
年
２
月

ま
で
、
偶
数
月
の
第
１
土
曜
日
に

開
催
予
定
で
す
。

　
健
康
運
動
指
導
士
の
方
と
一
緒

に
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
家
族
み
ん
な
で
参
加
で
き
る
内

容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
６
月
２
日

（土）

　
９
時
〜

１１
時

集
合
場
所
　

　
宿
毛
市
和
田
体
育
館



⑥

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ

　
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、

外
国
人
住
民
の
住
民
登
録
制
度
が

変
わ
り
ま
す
（
平
成

２４
年
７
月
９

日
施
行
）。

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
が
廃
止
さ

れ
、「
在
留
カ
ー
ド
」
、「
特
別
永
住

者
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

施
行
日
以
降
も
外
国
人
登
録
証

明
書
は
一
定
期
間
「
在
留
カ
ー

ド
」
、
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
施
行

と
同
時
に
急
い
で
手
続
き
さ
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民
票
が

作
成
さ
れ
ま
す

日
本
人
と
同
様
に
、
外
国
人
住

民
に
つ
い
て
も
住
民
票
が
作
成

さ
れ
、
日
本
人
と
外
国
人
と
で

構
成
さ
れ
た
世
帯
も
世
帯
全
員

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

の
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

対
　
　
象

適
法
に
３
ヵ
月
を
超
え
て
在
留

す
る
外
国
人
の
方
（
短
期
滞
在

者
を
除
く
）

記
載
内
容

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、

在
留
資
格
や
在
留
期
間
、
国
籍

等
※
な
お
、
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場

合
は
転
入
先
で
の
手
続
き
の
み

必
要
で
し
た
が
、
法
施
行
後
は
日

本
人
と
同
様
に
転
出
届
の
手
続

き
も
必
要
に
な
り
ま
す（
国
外
へ

転
出
さ
れ
る
際
も
必
要
で
す
）。

仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
す

外
国
人
登
録
に
基
づ
き
、
仮
住

民
票
を
作
成
し
、
５
月
９
日
以

降
に
ご
本
人
宛
て
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
仮
住
民
票
は
法
施
行
日
に
住
民

票
に
移
行
し
ま
す
。

外
国
人
住
民
の
方
に
と
っ
て
利
便

性
が
向
上
し
ま
す

み
な
し
再
入
国
許
可
制
度
の
導

入
や
、
在
留
期
間
が
最
長
５
年

に
延
長
さ
れ
、
入
国
管
理
局
で

の
在
留
期
間
更
新
等
の
手
続
き

後
、
市
町
村
に
届
け
出
る
必
要

は
な
く
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
市
民
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
５
７
０
―

０
１
―

３
９
０
４

　
法
務
省
入
国
管
理
局

　
8http://w

w
w

.im
m

i-m
oj.go.jp/

　
　new

im
m

iact_1/

　
総
務
省

　
8http://w

w
w

.soum
u.go.jp/

　
　m

ain_sosiki/jichi_gyousei/

　
　c-gyousei/zairyu.htm

l

　
４
月
１
日
よ
り
宿
毛
市
職
員
と

し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
規
採
用
職
員
氏
名
（
所
属
）

森
　
　
亮

（
沖
の
島
へ
き
地

 

診
療
所
　
医
師
）

伊
與
田
　
善
史

（
学
校
教
育
課
）

奥
川
　
真
衣

（
咸
陽
保
育
園
）

田
辺
　
有
沙

（
中
央
保
育
園
）

小
島
　
真
紀

（
平
田
保
育
園
）

松
岡
　
雅
代

（
山
田
保
育
園
）

中
田
　
真
由

（
水
道
課
）

篠
原
　
梨
沙

（
東
部
支
所
）

山
本
　
浩
子

（
福
祉
事
務
所
）

野
村
　
大
輔

（
福
祉
事
務
所
）

和
田
　
貴
裕

（
建
設
課
）

柴
岡
　
　
淳

（
産
業
振
興
課
）

有
田
　
千
絵

（
保
健
介
護
課
）

仲
上
　
将
央

（
保
健
介
護
課
）

矢
野
　
祐
生

（
税
務
課
）

中
上
　
大
輔

（
税
務
課
）

大
塚
　
憲
三

（
市
民
課
）

河
原
　
加
奈

（
市
民
課
）

所
谷
　
昌
洋

（
総
務
課
）

小
島
　
春
香

（
総
務
課
）

市
原
　
忠
介

（
企
画
課
定
期
船

 

事
務
所
）

宿
毛
市
新
規
採
用
職
員
で
す
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ひまわりタクシー
宿毛市高砂３９－１６
代表　古田豊年

おかげさまで5周年

蘢電　話　65－0005
蘢携　帯　090－4336－0099

ご利用者様のお役に立ちたい
と願っての日々、おかげさま
で開業５周年を迎える事が出来ました

（３月）。これも、ひとえに皆様のおか
げと感謝いたしております。今後とも

「ひまわりタクシー」をよろしくお願い
申し上げます。

ストレッチャー車 車イス２台OK!リクライニング型もOK! リクライニング型もOK! 狭い道路も楽々OK!

蘢５台体制で、待ち時間短縮とあらゆる患者様に対応

※２年以上受給すると、支払った付加保険
料以上の付加年金が受け取れますので、
お得です。

（例）10年間付加保険料を納めた場合

４８，０００円（４００円×１２０月）の付加保険料の納付
↓

年額２４，０００円（２００円×１２０月）の付加年金
（生涯にわたって老齢基礎年金に加算）

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
５
月

１５
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

と
代
理
人
の
本
人
確
認
で
き

る
物
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

方
に
お
す
す
め
で
す
！

『
付
加
保
険
料
』

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
わ
り
ま
す
。

付
加
年
金
は
「
２
０
０
円
×
納
付

月
数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
月
分
か
ら
と

な
り
、
定
額
保
険
料
（
月
額
１
４
、

９
８
０
円
）
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
基
金
へ
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・

繰
り
下
げ

繰
り
上
げ
支
給

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て

６５
歳
で
す
が
、

希
望
す
れ
ば

６５
歳
前
に
繰
り
上
げ

て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給

を
繰
り
上
げ
た
場
合
、
生
涯
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な

る
こ
と
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

（
減
額
率
は
、
最
大
で

３０
％
）

繰
り
下
げ
支
給

　
６６
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
り
下
げ
の
場
合
は
、

年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ

る
場
合
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
増
額
率
は
１
月
で
０
・
７
％
、
最
大

４２
％
）

　
な
お
、
繰
り
下
げ
し
た
場
合
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
ま
で

は
振
替
加
算
も
支
給
停
止
に
な
り

ま
す
の
で
、
振
替
加
算
が
多
い
方

は
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
幡
多
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
定
免
除

　
国
民
年
金
で
は
、
障
害
年
金
を

受
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
方
は
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
法
律
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
、
障
害
厚
生
（
共
済
）
年
金

を
受
け
て
い
る
方
で
障
害
等
級

が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

※
法
定
免
除
は
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
民
課
年
金
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
以
上
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
】

 
幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２



⑧

　
３
月
１８
日
（日）
、
第
４
回
目
と
な

る
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
全
国
、
そ
し
て
今

回
は
遠
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
集
ま
っ
た
総
勢
１
、２
４

８
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
春
の
宿
毛
路

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
本
大
会
の
開
催
に
際
し
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
機
関
、
団
体
、
コ
ー
ス
沿
道
の

市
民
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
さ
ら

に
は
交
通
規
制
で
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
皆
さ
ん
、
全
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
声

（
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

・
前
評
判
が
よ
く
、
迷
わ
ず
初
フ

ル
な
ら
こ
こ
で
…
と
決
め
て
い

ま
し
た
。
開
会
式
で
の
寛
平
ち

ゃ
ん
の
挨
拶
は
お
も
ろ
か
っ
た
。

し
か
し
、
い
ざ
走
っ
て
み
る
と

あ
い
に
く
の
雨
、
湿
度
８０
％
、

高
低
差
１
５
０
ｍ
に
は
や
ら
れ

ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
間
じ
ゅ

う
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
神
様
に
『
あ

ま
く
み
る
な
よ
！
』
っ
て
言
わ

れ
続
け
て
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

沿
道
の
応
援
が
温
か
く
地
域
全

体
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
熱

意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
試

走
は
も
ち
ろ
ん
、
事
前
の
コ
ー

ス
視
察
も
し
て
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
コ
ー
ス
図
の
イ
メ
ー
ジ
だ

け
が
頼
り
で
し
た
。
ダ
ム
が
見

え
た
時
に
あ
と
は
登
り
が
ほ
と

ん
ど
な
い
は
ず
！
と
思
っ
た
の

が
大
間
違
い
で
し
た
。
カ
ー
ブ

を
曲
が
っ
て
も
曲
が
っ
て
も
折

り
返
し
地
点
に
な
ら
ず
登
り
は

続
き
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
寸
前
で
し

た
。
ど
う
に
か
折
り
返
し
、
沿

道
の
応
援
は
続
き
ま
し
た
が
笑

顔
を
返
す
元
気
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。（
地
元
の
方
、
ご

め
ん
な
さ
い
）
そ
れ
で
も
競
技

場
内
に
入
る
と
自
分
の
ゼ
ッ
ケ

ン
と
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
恥

ず
か
し
い
や
ら
嬉
し
い
や
ら
。
と

て
も
心
に
染
み
た
大
会
で
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
大
事
な
初
め
て
の

大
会
…
必
ず
来
年
も
戻
っ
て
き

ま
す
。
来
年
は
晴
れ
て
く
だ
さ

い
。
来
年
は
サ
ブ
フ
ォ
ー
目
指

し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
宿
毛

は
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
是
非
み

な
さ
ん
観
光
に
も
行
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

・
大
阪
か
ら
の
遠
征
で
、
は
る
ば

る
遠
征
に
な
る
の
で
ど
う
し
よ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
に
も
評
判
が
い
い
大
会

だ
っ
た
の
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　
第
４
回
、
４
回
目
の
開
催
で
し

た
が
、
運
営
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
い
い
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
適
度
に
ト
リ
ッ
キ
ー

で
、
最
初
１０
キ
ロ
川
を
く
だ
り
、

２０
キ
ロ
の
ぼ
り
、
３０
キ
ロ
地
点

の
ダ
ム
を
登
っ
て
折
り
返
し
、

最
後
の
最
後
に
心
臓
破
り
の（
こ

の
地
点
で
は
す
で
に
破
れ
て
い

る
感
じ
が
し
て
い
ま
す
が
）
坂
！

ま
た
い
つ
か
、
も
う
一
度
走
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
あ
い
に
く
の
雨
で
、
宿
毛
の
街

を
出
て
か
ら
は
水
溜
ま
り
を
気

に
し
な
が
ら
の
走
り
で
大
変
で

し
た
。
応
援
も
少
な
い
で
す
が
、

２
階
の
窓
か
ら
お
婆
さ
ん
の
応

援
、
そ
し
て
何
よ
り
も
名
前
を

呼
ん
で
頂
い
た
の
が
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。一
生
懸
命
名
簿

ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
を
確
認
し
な
が

ら
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
で
も
思
い
だ
し
ま
す
。
来

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
第
１
回
か
ら
な
ぜ
か
天
候
に
は

恵
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
運
営
も
し

っ
か
り
し
て
い
て
気
持
ち
の
良

い
大
会
で
す
。
特
に
中
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第4回



広報すくも  2012.5⑨

・
三
度
目
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦
で
、

や
っ
と
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
雨
模
様

の
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

地
元
の
み
な
さ
ん
の
応
援
で
元

気
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
運
営
や
コ
ー
ス
の

誘
導
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

安
心
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
す
が
に
、
折
り
返
し
前

の
長
い
上
り
坂
は
、
か
な
り
厳
し

か
っ
た
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
し
た
時

の
感
動
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

で
き
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

受
付
し
た
時
に
い
た
だ
い
た
文
旦

が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
と
、う

ち
の
奥
さ
ん
が
喜
ん
で
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
今
回
初
参
加
で
す
。
都
市
の
中

心
部
を
走
っ
た
り
、
観
光
地
を
走

っ
た
り
の
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
安
心

し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
心
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

競
技
場
に
駐
車
場
や
体
育
館
が

隣
接
し
て
お
り
、
参
加
人
数
に

比
べ
て
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

っ
た
た
め
、
小
雨
だ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
は

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ー
ス
は
や
や
き
つ
か
っ
た
の

で
す
が
、
１
キ
ロ
ご
と
の
距
離

表
示
に
十
分
過
ぎ
る
エ
イ
ド
、

そ
し
て
全
て
の
エ
イ
ド
に
ト
イ

レ
が
あ
り
、
折
り
返
し
側
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
元

気
で
丁
寧
な
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
感
謝
し
ま
す
。

・
走
っ
て
い
る
間
は
苦
し
か
っ
た

の
に
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
ま

た
来
年
も
宿
毛
で
走
り
た
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
前
夜

祭
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
大
会
運

営
、
コ
ー
ス
、
そ
し
て
沿
道
の

応
援
、
す
べ
て
が
非
の
打
ち
ど

こ
ろ
の
な
い
、
素
晴
ら
し
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

前
日
宿
毛
の
駅
に
着
い
た
と
き
、

歩
い
て
ホ
テ
ル
に
向
か
お
う
と

し
て
い
た
私
を
引
き
止
め
て
、

一
緒
の
方
向
の
方
々
と
送
迎
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
大
会
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
方
で
し
た
。

私
が
ラ
ン
ナ
ー
か
ど
う
か
も
尋

ね
ず
に
、
ホ
テ
ル
の
名
前
だ
け

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

ま
た
、
前
夜
祭
会
場
へ
向
か
う

前
に
受
付
を
し
よ
う
と
、
大
会

会
場
に
行
っ
た
と
き
、
バ
ス
の

ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

発
車
時
刻
が
過
ぎ
て
も
、
受
付

し
た
人
が
そ
ろ
う
ま
で
待
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大

会
当
日
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
車

の
渋
滞
の
た
め
、
受
付
時
間
を

延
長
す
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に

し
ま
し
た
。
　

ゴ
ー
ル
し
た
と
き
、
肩
に
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
バ
ス
タ
オ
ル
が

落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
拾
お

う
と
す
る
と
、
大
会
運
営
の
方

は
す
ぐ
に
新
し
い
バ
ス
タ
オ
ル

に
代
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
れ
で
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で

す
が
、
と
っ
さ
の
優
し
い
判
断

に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
　

こ
の
ほ
か
に
も
書
き
き
れ
ま
せ

ん
が
、
予
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

中
心
で
は
な
く
、
参
加
し
て
い

る
私
た
ち
の
便
利
を
常
に
考
え

て
柔
軟
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ら
し
た
、
そ
れ
は
、
お
も

て
な
し
の
心
が
運
営
し
て
く
だ

さ
る
方
々
や
宿
毛
市
民
の
方
々

に
い
き
わ
た
っ
て
い
た
か
ら
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
宿
毛
に
い

る
間
、
優
し
さ
に
包
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
気
持
で
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
幸
福
感
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
。
　

末
永
く
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
が

続
き
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
来
年

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

・
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

ほ
ん
と
に
素
敵
な
大
会
で
し
た
。

規
模
が
小
さ
い
割
に
、
色
々
ち

ゃ
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
感
じ
も
良

い
し
、
施
設
も
使
い
や
す
い
で

す
。
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

前
面
に
押
し
出
し
た
手
作
り
感

で
、
地
元
愛
を
感
じ
ま
し
た
。

屋
台
は
か
な
り
の
数
が
あ
っ
て
、

地
元
の
美
味
し
い
も
の
が
多
か

っ
た
の
が
イ
イ
！
走
り
終
わ
っ

て
か
ら
も
楽
し
め
た
の
が
良
い

で
す
ね
。

寛
平
ち
ゃ
ん
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
し

て
も
ら
っ
た
り
、
初
め
て
入
賞
で

き
た
り
と
（
人
数
が
少
な
か
っ

た
か
ら
か
な
）
と
っ
て
も
思
い

出
に
残
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
必
ず
出
ま
す
☆
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　私たちは、横浜市で特別養護老人ホームを運営しています。宿毛市にご縁のある方を、
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ちょっと都会まで
ま ち

みませんか？
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フルマラソン４０歳代男子
フルマラソン５０歳代男子
フルマラソン６０歳以上男子

小計（フルマラソン男子の部）

フルマラソン３９歳以下女子
フルマラソン４０歳代女子
フルマラソン５０歳代女子
フルマラソン６０歳以上女子

小計（フルマラソン女子の部）

合計（フルマラソン男女）

１０㎞マラソン３９歳以下男子
１０㎞マラソン４０～５９歳男子
１０㎞マラソン６０歳以上男子

小計（10ｋｍマラソン男子の部）

１０㎞マラソン３９歳以下女子
１０㎞マラソン４０～５９歳女子
１０㎞マラソン６０歳以上女子

小計（10㎞マラソン女子の部）

合計（10㎞マラソン男女）

全　選　手　総　計

申込数

３４４
２７２
１８９
１５８
９６３
１００
５８
３４
３１
２２３

１，１８６

６６
７６
４３
１８５
７３
６５
１６
１５４
３３９

１，５２５

受付数

３００
２２７
１５５
１３２
８１４
８２
５３
２８
２７
１９０

１，００４

５２
６３
４３
１５８
６３
５８
１５
１３６
２９４

１，２９８

出走数

２９３
２１６
１４８
１２６
７８３
７８
４９
２７
２６
１８０
９６３

５１
６２
４１
１５４
６０
５６
１５
１３１
２８５

１，２４８

完走数

２７７
２０９
１４５
１１６
７４７
７１
４７
２５
２４
１６７
９１４

５１
６２
３９
１５２
６０
５６
１５
１３１
２８３

１，１９７

完走率

９４．５％
９６．８％
９８．０％
９２．１％
９５．４％
９１．０％
９５．９％
９２．６％
９２．３％
９２．８％
９４．９％

１００．０％
１００．０％
９５．１％
９８．７％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
１００．０％
９９．３％

９５．９％

順　位

１
２
３
４
５
６

番　号

１
３
１２
１０
２０
１１

年 齢

２６
３１
４４
３２
３７
２９

都道府県

愛媛県
高知市
黒潮町
神奈川県
愛媛県
大阪府

所　　　属

西予市体協
四万十うなぎ

　横浜中央走友会
四国中央市陸協
泉北高速鉄道

氏 　　名

時谷　勇介
植田　和久
宮地　敏行
田所　真之
鈴木　正則
伊東　治樹

時　　間

２時間３４分４６秒
２時間３９分３３秒
２時間４５分３２秒
２時間４５分５０秒
２時間４５分５５秒
２時間４７分００秒

順　位

１
２
３
４
５
６

番　号

１００１
１００９
１０２１
１０１１
１００６
１０１２

年 齢

４２
５４
３６
４５
４０
６２

都道府県

愛媛県
香川県
安芸市
奈良県
土佐清水市
須崎市

所　　　属

石井体協
綾川ＡＣ
　
　
　

高知さくら

氏 　　名

山内奈都美
川田　洋美
有澤あゆみ
菊井　祐子
近藤　真記
太田　芳子

時　　間

３時間２３分３１秒
３時間２６分２８秒
３時間２６分５４秒
３時間２７分２９秒
３時間２８分５２秒
３時間２９分５３秒

【問い合わせ先】宿毛花へんろマラソン実行委員会事務局　蕁６６－１４６７

第4回 宿毛花へんろマラソン2012 参加状況および大会結果

フルマラソン総合の部（男子）入賞者

フルマラソン総合の部（女子）入賞者
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三
月
定
例
会
日
程

３
月
�５
日
（
月
）
本
会
議
　
　
開
会
、
行
政
方
針
の
表
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
上
程
、提
案
理
由
の
説
明

�

６
日
（
火
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

７
日
（
水
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

８
日
（
木
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

９
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

１０
日
（
土
）
休
　
会�

�

１１
日
（
日
）
休
　
会�

�

１２
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１３
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１４
日
（
水
）
本
会
議�

一
般
質
問
、
議
案
質
疑

�

１５
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
土
）
休
　
会

�

１８
日
（
日
）
休
　
会

�

１９
日
（
月
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２０
日
（
火
）
休
　
会

�

２１
日
（
水
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２２
日
（
木
）
休
　
会

�

２３
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２４
日
（
土
）
休
　
会

�

２５
日
（
日
）
休
　
会�

�

２６
日
（
月
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
「
沖

本
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
三
号
）

　
修
正
後
の
平
成
二
十
四
年
度
一
般

会
計
予
算
は
総
額
で
百
九
億
一
、
六

〇
七
万
八
千
円
で
、
対
前
年
比
九
・

二
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
、
二
〜
三
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下

さ
い
。
）

　
な
お
、
修
正
さ
れ
た
予
算
の
内
容

は
、「
宿
毛
小
学
校
統
合
改
築
工
事

基
本
・
実
施
設
計
委
託
料
」
等
五
、

一
八
一
万
円
の
減
額
で
す
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
浦
尻
和
伸
委

員
よ
り
、
予
算
の
算
出
根
拠
が
曖
昧

な
こ
と
、
包
帯
工
法
で
耐
震
工
事
を

施
工
し
た
後
の
宿
毛
中
学
校
の
使

用
期
限
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
窮

屈
な
環
境
で
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

活
動
の
問
題
が
解
消
さ
れ
な
い
こ

と
、
市
長
の
説
明
に
一
貫
性
が
見

ら
れ
ず
、
小
学
校
建
設
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
不
透
明
さ
が
伺
え
る
こ
と

な
ど
の
理
由
で
本
予
算
を
減
額
修

正
す
べ
し
と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い

て
、
本
修
正
案
を
審
議
し
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
、
そ
の
後
の
本
会
議

に
お
い
て
も
委
員
会
修
正
案
が
賛

成
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
た

め
、
本
予
算
は
、
減
額
修
正
さ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ

い
て
」
の
専
決
議
案
一
件
、「
平
成

二
十
四
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
予

算
」
な
ど
予
算
議
案
二
四
件
、「
宿

毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
条
例
議
案
二
二
件
、

「
宿
毛
市
の
消
費
生
活
相
談
等
の
事

務
の
委
託
」
な
ど
そ
の
他
の
議
案

一
四
件
の
合
計
六
一
議
案
で
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
議
案
第
十
三
号
「
平

成
二
十
四
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計

予
算
」
を
修
正
可
決
、
そ
の
他
の

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
三
日

間
に
十
一
人
の
議
員
が
、
ま
た
、

十
四
日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
反
対
し
、
現
行
保
育

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
」
な
ど
三
件
が
審

議
さ
れ
、
一
件
が
採
択
、
一
件
が

趣
旨
採
択
、一
件
が
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　
第
一
回
定
例
会
は
平
成
二
十
四
年
三
月
五
日
に
開
会
し
、

二
十
二
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第63号



⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

原
案
可
決

原
案
可
決

修
正
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

第
34
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
幡

多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国

民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、

介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
）
及
び
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
英
語
指
導
助
手
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
水
道
事
業
の
利
益
及
び
資
本
剰
余
金
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～ ～

◎
宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

並
び
に
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
市
長
、
副
市
長
の
給
料
に
つ
い
て
、

高
知
市
、
宿
毛
市
を
除
く
県
内
九

市
の
平
均
に
基
づ
き
、
市
長
給
料

を
七
三
四
、
〇
〇
〇
円
、
副
市
長

給
料
を
六
二
八
、
〇
〇
〇
円
に
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
現
市
長
の
在
任
期
間
中

の
給
料
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

月
額
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
市
長
、
副
市
長
の
退
職
手
当
の

算
定
の
率
を
、
市
長
に
つ
い
て
は
、

「
一
〇
〇
分
の
五
五
〇
」
を
「
一
〇

〇
分
の
四
九
〇
」
に
、
副
市
長
は
、

「
一
〇
〇
分
の
三
七
〇
」
を
「
一
〇

〇
分
の
三
三
〇
」
に
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
料
を
「
六
二
七
、
〇
〇
〇
円
」

か
ら
「
五
八
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
し
、

ま
た
退
職
手
当
の
率
に
つ
い
て
は
、

「
一
〇
〇
分
の
二
八
〇
」
を
「
一
〇

〇
分
の
二
五
〇
」
に
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
三
年
度
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
一
般
職
員
の
給
与
を
平

均
〇
・
二
三
％
削
減
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
医
療
費
の
増
大
や
保
険
税
収
入

の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
本
市
の
国

民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
平
成
十

九
年
度
以
降
赤
字
が
生
じ
、
こ
れ

ま
で
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、

税
率
改
正
す
る
こ
と
な
く
対
応
し

て
き
た
が
、
基
金
も
平
成
二
十
三

年
度
で
底
を
つ
き
、
赤
字
決
算
が

見
込
ま
れ
る
非
常
に
厳
し
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
国
保
財
政
の
破

綻
を
回
避
す
る
た
め
急
激
な
市
民

負
担
の
増
加
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
他
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

著
し
い
不
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
考
慮
し
つ
つ
、
段
階
的

な
税
率
改
正
を
基
本
と
し
て
、
所

得
割
を
一
〇
・
六
％
か
ら
一
二
・

三
％
に
、
資
産
割
を
四
四
・
五
％

か
ら
四
九
・
〇
％
に
、
被
保
険
者

均
等
割
を
二
五
、
三
〇
〇
円
か
ら

三
五
、
五
〇
〇
円
に
、
世
帯
別
平

等
割
を
二
九
、
五
〇
〇
円
か
ら
三
三
、

八
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す

◎
宿
毛
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二

十
六
年
度
の
三
年
間
の
第
一
号
被

保
険
者
の
保
険
料
率
の
算
定
の
基

準
と
な
る
金
額
を
、「
月
額
四
、
九

八
〇
円
」
か
ら
「
月
額
一
〇
円
」

増
額
し
、「
月
額
四
、
九
九
〇
円
」

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
わ
せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
つ

い
て

　
平
成
十
五
年
七
月
か
ら
宿
毛
西

町
郵
便
局
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て

い
る
納
税
証
明
書
や
住
民
票
の
写

し
の
交
付
等
の
事
務
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
伴
い
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他



広報すくも  2012.5⑬

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
35
号

第
36
号

第
37
号

第
38
号

第
39
号

第
40
号

第
41
号

第
42
号

第
43
号

第
44
号

第
45
号

第
46
号

第
47
号

第
48
号

第
49
号

第
50
号

第
51
〜
54
号

第
55
〜
58
号

第
59
〜
60
号

第
61
号

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
老
人
憩
の
家
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
消
費
生
活
相
談
等
の
事
務
の
委
託
に
つ
い

て宿
毛
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
郵
便
局
の

指
定
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

愛
南
町
立
保
育
所
を
宿
毛
市
の
住
民
が
利
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

第
十
三
号
「
平
成
二
十
四
年
度
宿

毛
市
一
般
会
計
予
算
」
の
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
の
審
議
に
際
し
、

宮
本
有
二
委
員
よ
り
、
付
帯
決
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も

っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
議
案
第
十
三
号
に
対
す
る
付
帯

決
議

一
　
本
議
案
中
、
第
八
款
土
木
費
、

第
四
項
都
市
計
画
費
、
四
目
都
市

再
生
整
備
事
業
費
、
十
五
節
工
事

請
負
費
「
中
央
線
道
路
整
備
工
事

費
」
の
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
に

つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
事
業
を
執
行
す

る
こ
と
。
以
上
、
決
議
す
る
。

◎
沖
本
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議

　　
宿
毛
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十

九
年
よ
り
新
た
な
小
中
学
校
の
再

編
計
画
を
進
め
て
お
り
、
中
で
も
、

宿
毛
小
学
校
・
宿
毛
中
学
校
の
統

合
改
築
計
画
は
、
市
内
中
心
地
に

あ
る
市
内
最
大
の
学
校
で
あ
り
、

そ
の
動
向
に
は
市
民
の
多
く
が
注

目
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
沖
本
市
長
は
、
就

任
当
初
は
宿
毛
小
中
学
校
を
現
在

地
に
小
中
一
貫
校
と
し
て
高
層
階

の
校
舎
を
建
て
、
一
時
避
難
所
や

復
興
復
旧
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
報
道
機
関
に

発
言
し
混
乱
を
招
い
た
。

　
そ
の
後
、
保
護
者
と
の
意
見
交

換
会
に
お
い
て
も
、
内
部
の
十
分

な
議
論
も
な
い
ま
ま
に
、
宿
毛
中

学
校
の
現
在
位
置
で
の
耐
震
補
強

案
を
提
示
し
、
そ
の
理
由
に
松
田

川
小
学
校
場
所
の
危
険
性
を
示
す

な
ど
、
市
教
委
と
見
解
の
ず
れ
た

内
容
の
発
言
を
し
、
市
民
を
混
乱
さ

せ
て
い
る
。

　
こ
の
平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例

会
に
お
い
て
も
、「
宿
毛
小
学
校
統

合
改
築
工
事
関
係
予
算
」
に
つ
い
て
、

審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
建
築

構
想
の
説
明
内
容
に
一
貫
性
が
な

く
、
市
議
会
に
対
し
て
の
説
明
責
任

を
果
た
す
と
い
う
認
識
を
著
し
く
欠

い
た
も
の
で
あ
り
、
何
を
根
拠
に
予

算
計
上
し
た
の
か
疑
義
を
感
じ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
よ
っ
て
市
長
は
、
市
政
の
最
高
責

任
者
と
し
て
の
自
覚
と
、
自
ら
の
責

任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
正
常
な
市

政
運
営
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

決

　

議

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
決
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

委

員

会

決

議



⑭

A
　
宿
毛
市
の
ど
こ
で
生
活
し
よ
う

が
、
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
生
活

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
政
治
で
あ
り
、

人
に
や
さ
し
い
政
治
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
中
山
間
地
域
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
公
共
交
通
が
な
い
が
た
め
に
、
移

動
手
段
を
持
た
な
い
、
高
齢
で
し
か

も
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
年
寄

り
に
と
っ
て
は
、
病
院
へ
の
通
院
や
、

日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
買
い
物
に

非
常
に
苦
労
を
し
て
い
る
が
そ
の
対

策
は
。

　
離
島
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に
離

島
振
興
係
を
、「
離
島
振
興
室
」
に
格

上
げ
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

B
　
地
域
の
方
々
の
声
も
聞
き
、
き

め
細
や
か
な
対
応
を
し
た
い
。
中
山

間
地
域
の
課
題
や
要
望
の
把
握
に
努

め
、
国
、
県
と
も
連
携
し
て
取
り
組

む
。
高
知
県
と
し
て
も
、
地
域
の
実

情
に
沿
っ
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
検
討
し
て
い
る
。
先
進
地
を
調
査

し
、
導
入
に
向
け
て
積
極
的
に
検
討

す
る
。
離
島
対
策
室
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
な
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
必

要
と
考
え
た
ら
な
ら
検
討
し
て
い
く
。

A
　
市
長
選
挙
が
終
わ
っ
て
間
も
な

い
こ
の
時
期
に
な
ぜ
、
教
育
委
員
会

は
、
宿
毛
小
中
学
校
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
最
終
決
定
を
し
た
の
か
。
選

挙
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
、
市
民
の
民

意
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

沖
本
市
長
が
当
選
し
た
こ
と
は
、
教

育
委
員
会
の
再
編
計
画
に
、
市
民
が

Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け
た
結
果
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
市
長
の
基
本
的
な
考

え
が
、
ま
っ
た
く
違
う
。
今
後
の
教

育
行
政
を
進
め
る
う
え
で
、
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

　
岡
松
教
育
長
に
宿
毛
市
の
教
育
行

政
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

辞
任
す
べ
き
で
な
い
か
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

B
　
教
育
委
員
会
は
、
議
会
や
保
護

者
、
市
民
と
約
束
し
た
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
結
論
を
出
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
対
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
。
市
民
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
判
断
し
た
か
に
つ
い
て

申
し
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
職

責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
が
、
宿

毛
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
微

力
で
あ
る
が
、
全
身
全
霊
を
か
け
て

取
り
組
む
。

A
　
若
い
方
々
の
雇
用
創
出
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

B
　
産
業
活
性
化
を
目
指
す
中
、
若

者
の
雇
用
の
確
保
に
、
農
業
で
は
新

規
就
農
研
修
支
援
事
業
補
助
金
で
支

援
し
、
新
規
就
農
者
の
育
成
、
定
着

を
図
っ
て
い
る
。

　
林
業
で
は
、
市
有
林
活
用
創
出
事

業
等
に
よ
り
、
新
た
な
担
い
手
の
育

成
定
着
を
図
り
、
水
産
業
で
は
、
漁

業
就
業
支
援
事
業
費
補
助
金
で
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
産
業
の
振
興

や
企
業
誘
致
に
努
め
、
若
者
の
雇
用

A
　
市
長
は
選
挙
戦
の
中
で
、「
全
て

の
市
民
に
公
正
で
あ
り
た
い
、
そ
し

て
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
公
平

性
と
透
明
性
が
重
要
で
あ
る
。
真
に

市
民
目
線
に
た
っ
た
、
市
民
本
位
の

宿
毛
市
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ら
れ
た
。
今
後
四
年
間

の
宿
毛
市
政
の
運
営
を
行
う
に
当
た

っ
て
の
決
意
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
長
と
し
て
、
そ
の
重
要

性
、
責
任
、
そ
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
る
。
常
に
市
民
目
線
で
、

全
身
全
霊
を
か
け
て
取
組
ん
で
い

く
。

松浦 英夫 議員

山上 庄一 議員

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

中
山
間
地
域
対
策

に
つ
い
て

小
中
学
校
再
編
計
画

に
つ
い
て

若
者
の
雇
用
の
場
の

創
出
に
つ
い
て

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
か
ら
十
四
日
の

三
日
間
に
十
一
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
産
芋
焼
酎
販
売
促
進
事
業

で
、
ど
れ
だ
け
の
所
得
向
上
が
見
込

ま
れ
る
の
か
。
直
接
助
成
制
度
等
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

B
　
現
在
、
芋
は
一
二
戸
の
農
家
が

栽
培
、
一
戸
当
た
り
の
所
得
は
二
五

万
か
ら
三
三
万
円
と
な
る
。
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
の
商
品
開
発
や
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
を
派
遣
で
き
る
補

助
事
業
の
活
用
も
検
討
し
、
一
次
産

品
の
加
工
な
ど
支
援
を
行
い
、
所
得

の
向
上
を
図
り
た
い
。

A
　
建
物
の
耐
震
補
強
等
に
、
助
成

制
度
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
現
在
、
耐
震
診
断
、
耐
震
設
計
、

耐
震
改
修
の
三
つ
の
補
助
対
策
を
行

っ
て
い
る
。

　
耐
震
診
断
に
は
三
万
円
を
補
助
し
、

自
己
負
担
三
千
円
で
診
断
を
行
え

る
。
耐
震
設
計
は
、
上
限
二
〇
万
円
、

三
分
の
二
を
補
助
し
て
い
る
。

　
耐
震
改
修
に
は
、
上
限
六
〇
万
円

の
補
助
に
上
乗
せ
し
、
九
〇
万
と
し

て
お
り
、
国
・
県
の
補
助
に
市
の
補

助
総
額
の
四
分
の
一
を
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
る
。

　A
　
私
立
保
育
園
の
耐
震
対
策
等
や

再
編
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

B
　
私
立
保
育
所
の
耐
震
化
等
は
、

社
会
福
祉
法
人
の
判
断
に
よ
る
が
、

市
は
、
園
児
や
保
護
者
の
安
全
安
心

の
た
め
に
、
耐
震
計
画
を
立
て
、
ま

ず
耐
震
診
断
を
行
っ
て
頂
く
よ
う
協

議
を
進
め
て
お
り
、
宿
毛
保
育
園
は
、

来
年
度
、
耐
震
診
断
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
大
島
保
育
園
も
、
園
児
の
安

全
安
心
を
第
一
に
、
社
会
福
祉
法
人

の
立
場
を
堅
持
し
て
頂
く
中
で
、
耐

震
化
へ
の
方
針
の
明
確
化
を
図
る
必

要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
園
児
数
も

減
少
に
よ
り
、
再
編
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
、
一
小
学
校
区
に
一

保
育
園
を
基
本
に
、
地
震
対
策
を
含

め
、
保
護
者
並
び
に
地
域
の
皆
様
と

協
議
し
な
が
ら
、
保
育
所
の
統
廃
合

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
介
護
給
付
の
不
正
受
給
問
題
に

つ
い
て
御
所
見
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
に
お
け
る
行
政
手
続
は
、

議
会
に
て
、
返
還
金
等
の
承
認
も
頂

き
、
そ
の
決
算
も
終
了
し
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
四
市
町

が
訴
訟
を
し
て
い
る
経
緯
も
あ
り
、

今
後
の
成
り
行
き
を
注
視
し
、
顧
問

弁
護
士
等
の
意
見
も
聞
く
中
で
、
勉

強
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
産
業
祭
の
事
業
内
容
と
雇
用
拡

大
に
向
け
た
加
工
施
設
整
備
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
一
次
産
業
や
加
工
等

の
商
工
業
及
び
観
光
事
業
等
が
連
携

し
た
産
業
祭
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

具
体
的
な
内
容
は
未
定
だ
が
、
農
協
、

漁
協
、
森
林
組
合
と
の
合
同
開
催
も

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
市
役
所
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

先
進
地
視
察
を
行
う
中
で
多
業
種
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
産
業
祭
の
開
催
を
機
会
に
、
一
次

産
品
同
士
の
加
工
、
一
次
産
業
者
と

商
工
業
者
な
ど
異
業
種
交
流
、
に
よ

る
商
品
開
発
、
新
た
な
販
路
開
拓
も

検
討
し
て
い
る
。

A
　
避
難
場
所
等
に
民
有
地
を
借
り

受
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
手

順
、
話
し
合
い
等
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
問
う
。

B
　
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
公
共
施

設
二
一
、
民
間
施
設
五
六
、
市
有
地

一
一
、
民
有
地
一
二
六
と
な
っ
て
い

る
。
民
間
の
避
難
ビ
ル
に
つ
い
て
は

承
諾
書
を
交
わ
し
、
残
り
の
民
間
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
と

の
使
用
交
渉
ま
で
を
各
地
区
で
行
っ

て
い
た
だ
い
た
う
え
で
避
難
場
所
に

指
定
し
て
い
る
。

A
　
土
佐
市
宇
佐
町
旭
町
地
区
で
は
、

住
民
自
ら
が
土
地
を
購
入
、
整
備
し
、

そ
こ
に
個
人
用
の
避
難
用
品
を
保
管

し
、
手
ぶ
ら
で
逃
げ
て
も
、
三
日
く

ら
い
は
大
丈
夫
と
い
う
体
制
を
整
え

て
い
る
。
自
助
・
共
助
の
お
手
本
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

B
　
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

全
て
行
政
が
行
う
こ
と
は
困
難
と
考

え
る
。
市
民
や
地
域
で
行
え
る
こ
と

は
、
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
以
外
を
行
政
が
担
う
と
い

う
役
割
を
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
宿
毛
湾
の
干
潟
の
現
状
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
ア
サ
リ
の
採
取
は
場
所
に
よ
っ

て
は
回
復
が
難
し
い
状
況
だ
が
、
咸

陽
島
周
辺
や
伊
与
野
川
河
口
な
ど
一

部
で
は
資
源
の
拡
大
も
期
待
で
き

る
。
二
十
四
年
度
も
稚
貝
の
放
流
、

調
査
を
実
施
し
た
い
。

A
　
教
育
長
の
宿
毛
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
思
い
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
「
宿
毛
の
子
は
人
の
話
を
目
で

聞
く
子
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

全
て
の
教
職
員
が
共
通
の
認
識
を
持

ち
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
不
登

校
対
応
、
学
力
保
障
、
家
庭
と
の
連

闍倉 真弓 議員

農
家
の
所
得
向
上

に
つ
い
て

介
護
給
付
費
の
不
正
受

給
の
問
題
に
つ
い
て

宿
毛
湾
干
潟
の
現
状

に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

産
業
振
興
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て



⑯

A
　
賃
金
や
年
金
が
減
ら
さ
れ
る
中

で
国
保
税
が
高
過
ぎ
る
た
め
に
払
え

ず
、
滞
納
と
な
る
人
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
引
き
上
げ
は
市
民
生
活

を
ま
す
ま
す
困
窮
化
さ
せ
る
。
他
の

自
治
体
の
事
例
の
よ
う
に
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
を
し
て
国
保
税
を
引

き
上
げ
な
い
よ
う
求
め
る
。

B
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

せ
ず
、
国
保
事
業
特
別
会
計
の
中
で

収
支
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
が
原
則
と

考
え
て
い
る
。
過
去
一
二
年
間
、
税

率
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

県
下
一
一
市
の
中
で
も
、
こ
の
税
率

は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。

A
　
伊
方
原
発
は
原
子
炉
の
老
朽
化

や
プ
ル
サ
ー
マ
ル
な
ど
危
険
な
運
転

を
し
て
い
る
。
こ
の
原
発
が
事
故
を

発
生
さ
せ
た
時
の
宿
毛
市
の
防
災
対

策
は
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
循
環

型
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
宿
毛

市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

B
　
伊
方
原
発
が
事
故
を
発
生
さ
せ

た
時
に
は
国
、
県
、
四
国
電
力
等
を

通
じ
て
情
報
を
把
握
し
、
そ
れ
を
防

災
行
政
無
線
等
で
市
民
に
知
ら
せ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
を
含
め
、
宿
毛
市
の

地
域
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
に
向
け
積
極
的
に
調
査
研
究
に

取
り
組
む
。

A
　
宿
毛
小
学
校
建
設
は
津
波
襲
来

の
恐
れ
が
な
い
高
台
へ
再
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
も
現
在

の
予
定
地
へ
建
て
る
場
合
、
敷
地
の

嵩
上
げ
や
避
難
橋
の
設
置
な
ど
安
全

対
策
を
設
計
に
組
み
込
め
な
い
か
。

宿
毛
中
学
校
を
耐
震
化
し
存
続
で
は

橋
上
中
学
校
下
の
皆
さ
ん
の
統
合
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

B
　
宿
毛
小
学
校
校
舎
の
建
設
場
所

は
宿
毛
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
最
も
望
ま

し
い
と
判
断
し
た
。
周
辺
地
域
へ
の

影
響
も
あ
り
、
建
設
予
定
地
の
嵩
上

げ
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
宿
毛
小
学

校
の
津
波
浸
水
予
想
時
間
は
九
〇
分

な
の
で
避
難
橋
を
か
け
な
く
て
も
十

分
に
避
難
で
き
る
。
橋
上
中
学
校
と

の
統
合
問
題
は
宿
毛
中
学
校
の
耐
震

化
を
決
定
し
て
か
ら
橋
上
中
学
校
の

保
護
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。
強

行
に
統
合
に
踏
み
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

携
、
郷
里
を
愛
す
る
心
の
育
成
等
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
と

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
伸
ば
し
た
成
長

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

A
　
津
波
時
に
お
け
る
一
時
避
難
場

所
に
つ
い
て
寒
波
や
風
雨
を
防
ぐ
効

果
的
対
策
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
特
に
風
雪
や
風
雨
の
激
し
い
と

き
に
避
難
と
な
っ
た
場
合
、
高
齢
者

や
要
介
護
者
は
一
時
避
難
所
で
命
を

失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、

簡
易
な
対
策
で
も
す
る
べ
き
だ
。

B
　
市
内
の
一
時
避
難
場
所
二
一
四

カ
所
あ
る
が
、
風
雨
を
凌
ぐ
た
め
の

施
設
整
備
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
し
か
し
、
一
時
避
難
場
所

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
備
え
つ
け
な
ど
、

大
き
な
経
費
が
か
か
ら
な
い
簡
易
な

対
策
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

考
え
て
み
た
い
。

A
　
横
瀬
川
ダ
ム
の
必
要
性
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

B
　
国
や
県
に
よ
る
大
規
模
な
河
川

浚
渫
、
中
筋
川
ダ
ム
の
事
前
放
流
、

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
等
の
積
極
的
な

内
水
対
策
が
進
み
、
ダ
ム
放
流
後
の

影
響
が
緩
和
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
内

外
水
対
策
と
し
て
の
役
割
は
発
揮
で

き
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
連
携

を
し
て
横
瀬
川
ダ
ム
の
建
設
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
関
係
地
方
公
共
団
体
か
ら
な
る

ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
の
検
討
の
場
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
三
回
の
幹
事
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
二
六
の
治
水
対
策
案
の

中
か
ら
、
流
域
で
の
適
用
の
可
能
性

を
検
討
し
た
う
え
で
、
一
一
の
案
を

選
択
し
て
検
討
を
し
て
き
た
。
本
市

と
し
て
は
、
こ
の
対
策
案
の
ほ
と
ん

ど
が
、
ダ
ム
建
設
と
比
較
し
て
コ
ス

ト
や
工
期
が
三
倍
以
上
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
安
心
、
安

全
、
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、

横
瀬
川
ダ
ム
の
早
期
着
工
が
必
要
と

の
意
見
を
述
べ
て
き
た
。
昨
年
八
月

に
は
、
四
国
地
方
整
備
局
か
ら
一
一

の
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た

た
め
、
九
月
十
二
日
付
で
横
瀬
川
ダ

ム
の
早
期
着
手
を
意
見
と
し
て
提
出

し
て
い
る
。
今
後
の
予
定
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

A
　
水
力
発
電
の
併
設
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
非
洪
水
期
に
お
け
る
有
効
な

貯
水
を
行
い
、
さ
ら
に
発
電
能
力
の

高
い
水
力
発
電
が
可
能
だ
と
の
思
い

が
あ
る
が
、
ま
だ
、
構
想
の
段
階
で

あ
る
。
選
挙
で
公
約
し
た
当
時
は
具

体
的
な
手
順
を
含
め
て
そ
れ
を
進
め

て
い
く
能
力
も
権
限
も
な
か
っ
た
が
、

市
長
に
着
任
し
た
の
で
、
今
後
は
実

現
に
む
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
目
的
・
対
象
・

具
体
的
な
手
順
と
宿
毛
市
振
興
計
画

浅木　敏 議員

今城 誠司 議員

地
震
と
津
波
の
対
策

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て

学
校
再
編
に
つ
い
て

横
瀬
川
ダ
ム
に
つ
い
て

原
発
と
循
環
型
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

二
〇
年
・
三
〇
年
後
の

宿
毛
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
つ
い
て
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と
の
関
連
性
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
厳
し
い
宿
毛
市
の
将
来
を
希
望

を
持
っ
て
展
望
す
る
た
め
に
各
分
野

の
専
門
的
な
人
に
意
見
を
も
ら
い
、

宿
毛
市
の
可
能
性
を
論
議
す
る
目
的

で
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的

な
業
務
と
し
て
は
産
業
、
商
工
業
、

観
光
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
森
林
政
策
、

環
境
保
全
な
ど
の
各
分
野
の
長
期
的
、

戦
略
的
な
位
置
付
け
と
考
え
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
に
行
政
的
に
位
置
付
け

て
い
く
の
か
、
ま
だ
執
行
部
内
で
も

提
案
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
検

討
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

は
、
綿
密
な
形
で
調
整
は
し
て
い
な

い
が
、
希
望
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
く

た
め
に
、
現
在
の
振
興
計
画
と
も
摺

合
せ
を
し
な
が
ら
、
調
整
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
避

難
所
の
ト
イ
レ
が
男
女
別
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
女
性
用
の
生
理
用

品
や
化
粧
品
、
下
着
、
乳
児
の
お
む

つ
な
ど
の
物
資
の
不
足
等
、
災
害
時

に
お
け
る
女
性
の
視
点
の
大
切
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
り
、
昨
年
末
、「
国
の

防
災
基
本
計
画
」
が
改
定
さ
れ
、
防

災
の
現
場
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の

拡
大
が
必
要
と
明
記
さ
れ
た
。
本
市

に
お
い
て
も
防
災
会
議
委
員
へ
の
女

性
の
登
用
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

B
　
現
在
、
本
市
の
防
災
会
議
メ
ン

バ
ー
に
は
、
女
性
委
員
が
お
ら
ず
、

女
性
の
視
点
で
の
意
見
が
反
映
さ
れ

に
く
い
状
況
に
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
を
見
る
と
女
性
か
ら
の
視
点
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
強
く
痛
感

し
て
い
る
、
今
後
、
宿
毛
市
防
災
会

議
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
本
市
に
お
け
る
、
第
五
期
宿
毛

市
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
ど
の
よ

う
な
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
と
な
る
の

か
問
う
。

B
　
介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
身
近
な
所
で
だ
れ
も
が
参
加

で
き
る
場
所
づ
く
り
、
集
会
所
等
で

介
護
予
防
の
充
実
や
、
地
域
リ
ー
ダ

ー
と
連
携
し
て
、
地
域
に
応
じ
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　
又
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

に
つ
い
て
は
、
人
員
体
制
を
見
直
し
、

よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
生
活
実
態
や
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
、
見
守
り
機
能
の
構
築

を
推
進
し
、
高
齢
化
と
と
も
に
増
加

す
る
認
知
症
患
者
や
家
族
介
護
者
の

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
集

い
の
開
催
、
認
知
症
理
解
へ
向
け
た

知
識
啓
発
を
行
い
高
齢
者
が
住
み
な

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
出
来
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

　
介
護
保
険
施
設
の
基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
解
消
の
た
め
四
四
床
、
介
護

専
門
型
特
定
施
設
一
施
設
三
〇
床
、

地
域
密
着
型
特
定
施
設
一
施
設
二
〇

床
、
合
計
九
四
床
の
施
設
基
盤
整
備

を
行
う
。

A
　
現
在
本
市
で
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
申
込
者
は
何
名
い

る
の
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
四

四
床
の
ベ
ッ
ド
増
床
は
、
入
所
待
機

者
に
対
し
ど
れ
だ
け
の
改
善
と
な
る

の
か
問
う
。

B
　
本
市
二
施
設
へ
の
入
所
申
込
者

は
二
三
二
名
、
在
宅
等
四
七
名
と
な

っ
て
い
る
。
内
、
入
所
の
必
要
性
の

高
い
方
は
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
介
護

度
の
高
い
方
、
介
護
度
が
軽
く
て
も

認
知
症
の
症
状
が
重
い
方
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、
在

宅
生
活
の
継
続
が
難
し
い
方
と
な
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
に
該
当
す

る
方
は
三
二
名
で
あ
り
、
入
所
の
必

要
性
が
高
い
待
機
者
に
対
し
て
は
、

一
定
、
改
善
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。

A
　
近
年
の
受
診
状
況
と
受
診
率
向

上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
の
か
問
う
。

　
　

B
　
平
成
二
十
一
年
度
の
受
診
率
は

二
三
・
四
％
、
対
象
者
五
、
六
九
一

人
に
対
し
受
診
者
一
、
三
三
二
人
で

あ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
の
受
診
率

は
二
一
・
三
％
、
対
象
者
五
、
七
〇

七
人
に
対
し
受
診
者
一
、
二
一
七
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ッ
ト
健
診
や
夜
間
健
診
の
実
施

等
受
診
環
境
を
整
え
る
取
り
組
み
を

し
た
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
に
広
く
周

知
す
る
た
め
の
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
た
。

　
さ
ら
に
、
受
診
勧
奨
担
当
職
員
を

臨
時
雇
用
し
、
対
象
と
な
る
お
宅
へ

訪
問
に
よ
る
健
診
日
程
の
お
知
ら
せ

の
配
布
や
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。

A
　
今
後
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
と
具
体
的
数
値
目
標

に
つ
い
て
問
う
。

　
　

B
　
平
成
二
十
四
年
度
は
、
受
診
率

向
上
の
た
め
特
定
健
診
の
自
己
負
担

分
の
無
料
化
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

金
額
的
に
は
集
団
健
診
で
は
四
〇
歳

か
ら
六
九
歳
ま
で
の
方
は
一
、
〇
〇

〇
円
、
七
〇
歳
以
上
の
方
は
三
〇
〇

円
、
個
別
健
診
で
は
四
〇
歳
か
ら
六

九
歳
ま
で
の
方
は
二
、
四
〇
〇
円
、

七
〇
歳
以
上
の
方
は
八
〇
〇
円
が
無

料
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
受
診
率
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
図
る
と
と

も
に
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

約
五
、
五
〇
〇
人
の
三
人
に
一
人
、

約
三
三
％
を
目
標
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
　
無
料
化
す
る
こ
と
に
よ
り
受
診

率
が
向
上
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
成

二
十
五
年
度
以
降
も
実
施
す
る
の
か

野々下 昌文 議員

岡闢 利久 議員

第
五
期
介
護
保
険
事
業

に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査

に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て
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問
う
。

B
　
今
回
の
特
定
健
診
の
自
己
負
担

分
無
料
化
に
よ
り
、
成
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
と

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
龍
ヶ
迫
の
ム
ク
リ
山
に
は
一
二

基
の
風
力
発
電
が
あ
る
が
、
こ
の
場

所
は
宿
毛
湾
が
一
望
で
き
る
場
所
で

あ
る
。
宿
毛
湾
内
に
は
、
海
上
で
働

く
多
数
の
漁
民
を
初
め
、
た
く
さ
ん

の
人
が
い
る
。
こ
の
風
力
発
電
所
に

五
基
く
ら
い
の
電
柱
を
立
て
、
発
行

ダ
イ
オ
ー
ド
の
赤
色
灯
を
つ
け
、
津

波
警
報
と
同
時
に
赤
色
灯
を
点
灯
さ

せ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

B
　
洋
上
で
津
波
発
生
を
知
ら
せ
る

仕
組
み
は
宿
毛
湾
の
み
の
課
題
で
は

な
く
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。
光
に
よ
る
伝
達
方
法
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

A
　
昭
和
五
十
一
年
に
完
成
し
た
大

島
橋
は
建
設
後
三
六
年
を
経
過
し
小

さ
な
地
震
で
も
通
行
止
め
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
地
区
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
つ
も
り
は
な

い
か
問
う
。

B
　
全
て
の
橋
の
点
検
が
平
成
二
十

六
年
に
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
大
島
橋
は
橋
脚
で
あ
る
鋼
管
が

著
し
く
腐
食
し
て
お
り
、
地
域
に
と

っ
て
唯
一
の
連
絡
道
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
も
の
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

A
　
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
を
大
島
地
区

の
津
波
避
難
所
と
災
害
時
の
備
蓄
基

地
に
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
修
繕
に
よ
り
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル

が
利
用
で
き
る
よ
う
な
ら
、
備
蓄
倉

庫
と
し
て
県
等
に
も
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。
管
理
に
つ

い
て
は
地
元
の
自
主
防
災
組
織
に
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
大
島
地
区
の

方
々
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う

に
椰
子
と
の
間
で
災
害
時
の
避
難
施

設
と
し
て
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で

あ
る
。

A
　
大
島
の
桜
公
園
を
咸
陽
島
公
園

と
セ
ッ
ト
で
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
民
の
健
康
維
持
の
た
め
に

大
島
を
一
周
す
る
市
道
を
ジ
ョ
ギ
ン

グ
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
し
た
ら
ど
う

か
。

B
　
今
後
は
都
市
計
画
事
業
の
見
直

し
を
含
め
、
総
合
的
な
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

公
園
整
備
と
連
携
し
た
中
で
、
一
周

す
る
市
道
の
有
効
活
用
に
向
け
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

A
　
市
長
の
給
料
七
九
万
九
千
円
を

三
〇
％
カ
ッ
ト
し
て
、
五
五
万
円
に

し
た
が
、
ボ
ー
ナ
ス
、
退
職
金
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
を
問
う
。

B
　
昨
年
の
市
長
選
で
給
料
を
月
額

二
五
万
円
下
げ
て
、
五
五
万
円
に
し
、

年
間
三
〇
〇
万
円
減
額
す
る
と
公
約

し
、
報
酬
等
審
議
会
で
も
こ
の
内
容

に
沿
っ
た
答
申
を
い
た
だ
い
た
。
臨

時
議
会
で
は
、
こ
の
原
案
は
否
決
さ

れ
、
退
職
手
当
、
期
末
手
当
を
含
め

て
減
額
す
る
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

私
と
し
て
は
強
い
思
い
は
あ
る
が
、

議
会
の
議
決
を
尊
重
し
た
い
。

A
　
現
時
点
で
、
市
長
は
宿
毛
中
学

校
を
改
修
し
て
残
す
と
い
う
こ
と
だ

が
、
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

B
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
市
長

が
方
向
性
を
出
せ
ば
、
そ
れ
に
反
対

す
る
立
場
で
は
な
い
。
市
長
が
決
定

し
た
内
容
の
中
で
、
可
能
な
限
り
、

よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
え
て

い
く
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

A
　
公
表
さ
れ
た
宿
毛
小
学
校
の
予

定
地
は
公
約
と
違
う
の
で
は
な
い
か

と
の
声
が
あ
る
。
こ
の
結
論
を
出
し

た
経
過
と
理
由
を
聞
く
。
ま
た
、
建

設
に
際
し
て
は
、
で
き
る
限
り
地
元

業
者
を
使
い
、
分
離
発
注
を
考
え
て

い
る
か
問
う
。

　B
　
最
初
は
現
在
建
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
小
学
校
を
建
て
る
と
い
う
頭
は

も
っ
て
い
た
が
、
私
の
考
え
る
現
場

所
と
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
含
め
た
同

じ
場
所
で
あ
る
。
何
よ
り
も
中
学
校

を
ま
ず
こ
こ
に
残
し
た
い
と
い
う
強

い
思
い
の
中
で
現
在
様
々
な
手
法
を

検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
発
注
に
あ
た

っ
て
は
、
技
術
的
な
問
題
が
な
い
限

り
、
で
き
る
限
り
地
元
業
者
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
く
方
向
で
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

A
　
市
長
は
五
年
前
に
日
本
共
産
党

を
除
籍
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
政

治
ス
タ
ン
ス
は
共
産
党
と
は
決
別
し

て
い
る
の
か
。

浦尻 和伸 議員

饌田 陸紀 議員

寺田 公一 議員

大
島
総
合
開
発

に
つ
い
て

市
長
の
給
料
減
額

に
つ
い
て

宿
毛
中
学
校
の
整
備

に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
建
設

に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

大
月
町
ム
ク
リ
山
を

利
用
し
た
津
波
対
策

に
つ
い
て
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B
　
二
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
約
四
〇
年

間
共
産
党
員
と
し
て
歩
ん
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
政
治
を
見
つ
め
て
い
く

ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
そ
れ
を
貫
い
て

い
き
た
い
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
政
策

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
是
々
非
々
の
、

市
民
党
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

A
　
松
田
川
小
学
校
に
宿
毛
中
学
校

の
新
し
い
校
舎
を
移
転
し
な
い
理
由

と
し
て
、
土
砂
災
害
危
険
地
域
で
あ

り
、
砂
防
ダ
ム
の
老
朽
化
し
て
い
る

と
言
っ
た
が
、
現
在
も
そ
の
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

B
　
高
知
県
土
木
防
災
砂
防
課
よ
り
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す

る
説
明
を
受
け
、
現
在
は
、
指
定
さ

れ
た
警
戒
区
域
が
、
た
だ
ち
に
土
砂

災
害
の
危
険
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
今
後
新
た
な
公
共

施
設
を
建
設
す
る
場
所
と
し
て
は
、

適
地
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

A
　
宿
毛
小
・
中
学
校
を
現
在
位
置

に
残
し
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
校

舎
を
建
て
る
と
、
今
以
上
に
使
い
勝

手
が
悪
く
な
る
と
思
う
が
、
見
直
す

お
考
え
は
な
い
か
。

B
　
宿
毛
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
耐

震
補
強
は
無
理
と
聞
い
て
い
る
。
宿

毛
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
今
以
上

に
狭
く
な
る
計
画
に
は
な
っ
て
い
な

い
し
、
包
帯
工
法
に
よ
る
耐
震
化
に

よ
っ
て
、
当
面
使
っ
て
い
く
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
。

A
　
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（
包
帯
）
工
法
は
非
常
に

安
価
に
耐
震
補
強
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
耐
震
補
強
が
必
要
な
学

校
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
包
帯
工

法
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保

し
て
、
新
た
な
再
編
計
画
を
、
白
紙
状

態
か
ら
組
み
な
お
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
耐
震
補
強
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
の
計
画
よ
り
も
前
倒
し
で
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
学
校

再
編
と
現
在
（
宿
毛
小
・
中
学
校
）

の
見
直
し
を
絡
め
て
考
え
て
い
く
つ

も
り
は
な
い
。

A
　
成
人
式
を
正
月
三
ヶ
日
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
、
保
護
者

か
ら
今
も
多
く
聞
か
れ
る
が
、
新
市

長
の
考
え
を
聞
く
。

B
　
成
人
式
の
開
催
時
期
に
つ
い
て

は
、
新
成
人
の
保
護
者
な
ど
か
ら
、

正
月
の
三
ヶ
日
に
実
施
で
き
な
い
か

と
い
う
要
望
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。
来
年
の
開
催
期
日
に
つ
い

て
は
、
来
年
、
成
人
式
に
参
加
さ
れ

る
新
成
人
の
方
に
、
再
度
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
給
料
三
〇
％
減
額
の
公
約
は
選

挙
の
人
気
と
り
で
は
な
か
っ
た
か
。

B
　
妻
と
二
人
で
十
分
や
っ
て
い
け

る
し
、
市
の
予
算
の
中
に
も
還
元
で

き
る
。
そ
う
い
う
確
信
を
持
っ
て
公

約
し
た
。

A
　
職
員
採
用
試
験
の
件
で
、
職
員

の
身
内
の
採
用
が
多
い
と
か
の
疑
念

が
あ
る
。
採
用
基
準
は
い
い
と
思
う

が
制
度
を
少
し
見
直
す
、
と
答
弁
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。
こ

こ
に
い
る
市
の
幹
部
は
面
接
官
で
も

あ
る
。
身
の
潔
白
を
は
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
思
う
が
徹
底
的
に
究

明
す
る
の
か
。

B
　
今
ま
で
の
採
用
の
基
準
や
制
度

を
精
査
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で

あ
の
様
な
形
で
市
民
の
中
に
疑
念
が

生
ま
れ
な
い
、
う
わ
さ
と
し
て
も
残

ら
な
い
、
そ
う
い
う
確
た
る
方
向
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
と
に
か
く
私

の
立
場
に
な
っ
て
調
査
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
調
査
し
て

ま
い
り
た
い
。

A
　
宿
毛
小
学
校
設
計
予
算
が
四
、

〇
〇
〇
万
円
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

建
設
課
の
積
算
で
は
八
、
七
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
非
常
に
開
き
の

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
市
長
の
政
治

判
断
」
と
答
え
た
が
、
ど
う
い
う
こ

と
か
。
そ
ん
な
事
な
ら
担
当
課
は
い

ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
歩
切
り
は
厳
に

慎
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か

な
事
業
者
い
じ
め
の
予
算
に
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

B
　
建
設
課
に
お
い
て
積
算
し
た
業

務
委
託
設
計
費
は
八
、
七
〇
〇
万
円

と
な
っ
た
が
、
他
市
町
村
の
同
程
度

の
規
模
の
設
計
費
と
比
較
し
た
結
果
、

設
計
金
額
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
た

め
他
市
町
村
の
実
勢
価
格
を
参
考
に

し
て
、
一
裃
当
た
り
八
、
八
〇
〇
円

の
設
計
金
額
に
四
、
五
〇
〇
裃
を
乗

じ
て
約
四
、
〇
〇
〇
万
円
と
し
て
計

上
し
た
。
他
市
町
村
で
業
者
負
担
に

な
っ
て
赤
字
に
な
っ
た
と
か
迷
惑
が

か
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
な
話
し
は
全

く
聞
い
て
い
な
い
。
尚
、
設
計
業
者

は
あ
く
ま
で
も
営
利
業
者
で
あ
る
の

で
利
益
が
見
込
ま
れ
な
け
れ
ば
落
札

は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。

A
　
宿
中
を
包
帯
工
法
で
耐
震
化
し

て
現
在
地
に
残
し
た
ま
ま
宿
小
を
グ

ラ
ウ
ン
ド
側
に
新
築
す
れ
ば
、
ま
す

ま
す
使
い
勝
手
が
悪
く
な
る
。
松
田

川
小
跡
地
へ
の
宿
中
移
転
計
画
が
ダ

メ
な
ら
町
か
ら
西
の
方
に
候
補
地
を

見
つ
け
て
、
広
々
と
し
た
学
校
を
建

て
て
市
民
の
避
難
場
所
に
使
っ
て
も

よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

B
　
学
校
耐
震
化
が
県
下
で
一
番
遅

れ
て
い
る
。
宿
毛
中
学
校
も
で
き
る

だ
け
早
く
安
全
な
校
舎
に
整
備
し
た

い
。
将
来
的
に
は
大
き
な
構
想
を
も

っ
た
形
で
議
論
し
て
い
く
可
能
性
は

十
分
あ
る
。
将
来
の
宿
毛
中
学
校
の

移
転
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
特
に
教
育
委
員
会
と
議
論
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

宮本 有二 議員

小
中
学
校
の
再
編
計
画

に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

学
校
統
廃
合
、
耐
震

改
築
に
つ
い
て

成
人
式
に
つ
い
て



⑳

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

趣
旨
採
択

採
　
　
択

第
4
号

第
7
号

第
8
号

（
継
続
審
査
分
）

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
反
対
し
、

現
行
保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

（
今
議
会
提
出
分
）

小
川
地
区
の
篠
川
に
架
か
る
栗
の
木
谷
へ
の
橋
の
架

け
替
え
に
つ
い
て

市
道
坂
ノ
下
線
の
改
良
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別
委
員
会

（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
設
置
）

　
第
一
回
臨
時
会
が
一
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
人
事
議
案
一
件
、
補
正
予

算
議
案
一
件
、
条
例
議
案
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
議
案
は
、
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
市
長
に
、
安
澤
伸
一
氏
を
任
命
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
意
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　
補
正
予
算
議
案
は
一
般
会
計
予
算
を
総
額
で
一
、
二
六
五
万
円
増
額
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
高
知
県
の
地
域
子
育
て
創
生
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
公
立

保
育
所
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一
〇
カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
す
る
た
め

の
予
算
や
、
小
筑
紫
中
学
校
及
び
片
島
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い

て
、
在
来
工
法
よ
り
安
価
で
工
期
や
施
工
後
の
状
態
に
つ
い
て
も
学
校
耐
震
に

適
し
て
い
る
Ｓ
Ｒ
Ｆ
工
法
（
包
帯
工
法
）
を
導
入
す
る
た
め
の
予
算
な
ど
で
す
。

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
条
例
議
案
は
、「
市
長
の
給
料
を
現
市
長
の
任
期
期
間
中
に
限
り
七
九
九
、
〇

〇
〇
円
か
ら
五
五
万
円
に
減
額
す
る
。
た
だ
し
、
期
末
手
当
、
退
職
手
当
の
算

出
の
基
礎
と
な
る
額
は
七
九
九
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
」
と
の
内
容
で
す
。

　
本
案
に
対
し
ま
し
て
、
野
々
下
議
員
ほ
か
６
名
よ
り
、
沖
本
市
長
は
選
挙
期

間
中
に
、
本
市
の
市
長
給
料
は
高
す
ぎ
る
の
で
、
約
三
〇
％
を
カ
ッ
ト
し
、
月

額
五
五
万
円
と
す
る
こ
と
を
公
約
し
て
い
る
。
社
会
通
念
上
、
期
末
手
当
、
退

職
手
当
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
金
額
は
五
五
万
円
以
外
に
存
在
し
な
い
は
ず
で

あ
り
、
市
民
も
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
期
末
手
当
、

退
職
手
当
の
算
出
根
拠
も
五
五
万
円
と
す
る
と
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
を
も
っ
て
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
宿
毛
市
立
小
中
学
校
再
編
調
査
特
別
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の

継
続
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
が
、
民
意
の
代
弁
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
政
治

的
な
立
場
を
超
え
て
、
宿
毛
市
立
小
中
学
校
の
再
編
が
い
か
に
あ
る

べ
き
か
を
徹
底
的
に
議
論
し
直
し
、
早
急
に
提
言
を
ま
と
め
る
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　委
員
長
　
今
城
誠
司

副
委
員
長
　
山
戸
　
寛

委
　
　
員
　
山
上
庄
一
、
浅
木
　
敏
、
浦
尻
和
伸

　
　
　
　
　
寺
田
公
一
、
宮
本
有
二
、
饌
田
陸
紀

　
平
成
二
十
四
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
賛
成
多

数
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
副
市
長
の
選
任

　
　
　
　
　
安
　
澤
　
伸
　
一
　
氏
（
新
任
）

　
野
山
も
す
っ
か
り
新
緑
に
覆

わ
れ
、
す
が
す
が
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
三
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

沖
本
新
市
長
に
対
し
ま
し
て
、

十
一
人
の
議
員
か
ら
、
選
挙
戦

で
の
公
約
で
あ
り
ま
す
「
小
中

学
校
再
編
計
画
」
や
「
中
山
間

地
域
対
策
」、「
防
災
対
策
」
等

に
つ
い
て
厳
し
い
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
、
住
民
報
告
会
を
実
施
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
努
力
し
て
参

る
所
存
で
す
の
で
、
ご
意
見
、

ご
要
望
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼

人
 

事

 

案

 

件

▲

■ 

第
一
回
臨
時
会
の
概
要 

■

〜
編
集
後
記
〜
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こ
の
度
、
幡
多
西
部
消
防
組
合
（
宿

毛
、
大
月
、
三
原
）
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
応
急
手
当
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
等
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
に
も
近
く
導
入
予
定
）
で
ｅ
―

ラ

ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
講
習
を
受

講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
を

　
　
　
　
活
用
し
た
講
習
と
は
？

　
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
教
育
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
１

８
０
分
）
の
場
合
、
事
前
に
ｅ
―

ラ

ー
ニ
ン
グ
で
救
命
講
習
の
（
６０
分
）

を
受
講
す
る
事
が
で
き
、
お
お
む

ね
１
ヵ
月
以
内
に
消
防
職
員
が
実

施
す
る
救
命
講
習
（
１
２
０
分
）

を
受
講
す
れ
ば
、
救
命
講
習
Ⅰ
修

了
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
映
像
や
音
声
だ
け
で
な
く
文
字

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、

誰
に
で
も
受
講
し
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
受
講
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
、
自
然
に
応
急
手
当

の
基
礎
知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。

　
幡
多
西
部
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
左
下
の
『
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
』
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　
特
別
な
資
格
が
な
く
て
も
、
誰

に
で
も
行
え
る
の
が
応
急
手
当
で

す
。
万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
、

適
切
な
応
急
手
当
て
を
学
び
、
日

頃
か
ら
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

※
個
人
受
講
の
た
め
の
受
講
証
明

書
で
す
の
で
、
団
体
で
の
受
講

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

宿
毛
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―

３
１
１
１

　
薨
６
３
―

３
３
９
６

操 作 方 法

　「応急手当とは」から「まとめ」までの、す
べての講習を受講します。受講画面をクリック
することで、一時停止・再生が可能です。
　受講終了の項目には終了と表示されます。

①

　すべての項目が終了したら、最後に「修了テ
スト」を実施してください。出題される20問の
うち、16問以上正解すると受講証明書が発行さ
れます。

②

　「受講証明書」は、印刷して消防機関が主催
する救命講習会場に持参してください。

③

※サービスを提供できる数と地域に限りがあるため、新規加入の申し込みをお断りさせて
いただくことがあります。提供可能地域については、事前にお問い合わせください。
　詳しくは、下記までお問合せください。

ケーブルテレビ、インターネット接続をお考えの方へ
加入キャンペーン実施中！

申込期限：平成24年12月28日踝

【問い合わせ先】　スワンテレビ　蕁６２－０８８８　薨６２－０８８９

ネ
ッ
ト
活
用
で
救
命
講
習
の
時
間
短
縮

8http://www.city.sukumo.kochi.jp/syoubou/



澤

宿
毛
に
伝
わ
る
秘
蔵
の
逸
品
　

１０

　
太
平
洋
戦
争
末
期
、
金
属
不
足

が
深
刻
に
な
っ
た
日
本
で
は
、
ボ

タ
ン
や
貨
幣
が
陶
器
で
代
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
軍
事
用
の
手
榴
弾
も
、

有
田
焼
や
瀬
戸
焼
な
ど
で
多
く
作

ら
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
国
内

に
備
蓄
さ
れ
、
実
戦
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
資
料
は
小
筑
紫
で
採
取
さ

れ
た
も
の
で
す
。
宿
毛
湾
は
宇
須
々

木
の
海
軍
基
地
が
有
名
で
す
が
、

沿
岸
各
地
に
は
陸
軍
も
駐
屯
し
て

い
た
た
め
、
終
戦
時
、
兵
器
を
海

に
廃
棄
し
た
ら
し
く
、
戦
後
、
漁

業
の
網
で
あ
が
っ
て
く
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

※
普
段
閲
覧
で
き
な
い
宿
毛
の
歴

史
資
料
を
紹
介
、
掲
載
の
月
末

ま
で
歴
史
館
に
て
公
開
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺
虫

消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
５
月
２８
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
が
殺
虫
消
毒
を
行
う

た
め
、
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

楽
し
い
陶
芸
教
室
受
講
生

募
集

場
　
所

　
中
央
公
民
館
２
階
創
作
室

実
施
日
（
２
日
連
続
で
行
い
ま
す
）

　
５
月
２３
日
（水）
・
２４
日
（木）

　
６
月
１３
日
（水）
・
１４
日
（木）

時
　
間
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時

講
　
師
　
竹
村
章
、
下
元
か
お
る

受
講
料

　
無
料
（
※
材
料
代
は
各
自
負
担
）

募
集
定
員

　
１０
名
（
申
し
込
み
多
数
は
抽
選
）

申
込
締
切
　
５
月
１８
日
（金）
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

　
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、

絵
本
や
物
語
を
読
み
聞
か
せ
る
の

で
は
な
く
、
昔
話
や
物
語
を
覚
え

て
語
る
こ
と
で
す
。
仕
方
を
学
ん

で
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
で
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
語

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
　
師

　
森
尾
靖
子
（
高
知
お
は
な
し
の
会
）

日
　
時

　
５
月
２６
日
（土）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
日
食
の
す
べ
て

〜
皆
既
日
食
と
金
環
日
食
の

観
測
と
撮
影
〜

大
越
治
　
塩
田
和
生
　
著

誠
文
堂
新
光
社

■
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
炉
・
囲
炉
裏
・

薪
ス
ト
ー
ブ
の
作
り
方

〜
火
を
囲
ん
で
楽
し
む
！

お
い
し
い
週
末
Ｄ
Ｉ
Ｙ
〜

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
発
売
）

■
藤
田
智
の
野
菜
づ
く
り
大
全

藤
田
智
　
監
修

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
編
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

■
合
唱
指
導
テ
ク
ニ
ッ
ク

〜
基
礎
か
ら
実
践
ま
で
〜

清
水
敬
一
　
著
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

■
学
校
司
書
と
先
生
の
た
め
の
す

ぐ
で
き
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

〜
小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の

わ
か
り
や
す
い
シ
ナ
リ
オ
集
〜

渡
辺
暢
惠
　
小
柳
聡
美
　
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
本
と
の
出
会
い

を
演
出
す
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
コ

ツ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
実

際
に
学
校
司
書
が
実
践
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
紹

介
す
る
。

■
と
し
ょ
か
ん
ね
こ
デ
ュ
ー
イ

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
　
絵

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
　
文

文
化
学
園
文
化
出
版
局

　
図
書
館
の
返
却
ポ
ス
ト
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
子
猫
の
デ
ュ
ー
イ
は
、

図
書
館
の
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
助

け
ら
れ
、
図
書
館
で
暮
ら
す
こ
と

に
。
人
気
者
に
な
っ
た
デ
ュ
ー
イ

は
、
み
ん
な
の
役
に
立
と
う
と
決

意
し
て
…
。
実
話
に
基
づ
く
、
楽

し
く
て
心
あ
た
た
ま
る
物
語
。

■
草
の
葉
の
い
ろ
い
ろ
12
か
月

平
野
隆
久
　
著

す
が
わ
ら
け
い
こ
　
絵

ア
リ
ス
館

■
ぼ
く
の
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
ー

市
川
里
美
　
作

Ｂ
Ｌ
出
版

■
か
な
と
花
ち
ゃ
ん

富
安
陽
子
　
作

平
澤
朋
子
　
絵

ア
リ
ス
館

■
名
画
で
遊
ぶ
あ
そ
び
じ
ゅ
つ
！

〜
い
ろ
ん
な
れ
き
し
のも

の
が
た
り
〜

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ド
・
ラ
ン
ビ
リ
ー
　
著

お
お
さ
わ
ち
か
　
訳

長
崎
出
版

（当館蔵 直径8袍 高さ8袍）

有
田
焼
の
手
榴
弾

り
ゅ
う

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先



広報すくも  2012.5澹

除害施設

排 水 設 備
（工場・事業所施工）

公 共 下 水 道
（宿毛市施工）

排 水 設 備
（個人施工）

下水管

制　度 水洗化促進特例奨励金

くみ取り便所からの改造
のみ対象となります。
（公共下水道）

平成２３年４月１日から
平成２６年３月３１日まで
の３年間に限る。

１０万円

浄化槽から下水道への切
替えや新築も対象となり
ます。

下水道の供用開始区域と
なった日から３年以内（地
域によって異なります）

下水道の供用開始区域と
なった日から
　１年以内・・・・・・・・・３万円
　１年～２年以内・・・２万円
　２年～３年以内・・・１万円

浄化槽から下水道への切
替えも対象となります。
（新築は対象外）

金融機関から融資を受け
る場合の利子に対する援
助。

下水道の供用開始区域と
なった日から
　３年以内・・・利子の１００％
　３年を超・・・利子の５０％

水洗化促進奨励金
水洗便所等

改造資金利子補給

対　象

条　件
内容等

支給額

現在の下水道処理区域は右の地図（色が濃
い部分）および二ノ宮地区・大海地区とな
っております。

下水道 きれいな水を 未来まで

●川や海がきれいになります。

●清潔な街になります。

●さわやかで清潔な暮らしができます。

●工事をするには

●下水道に加入される方への奨励金制度

【問い合わせ先】水道課下水道係　蕁６３－１００９

☆下水道に加入しましょう。

宿毛市の指定を受けた「宿毛市排水設備工事指定工事店」へ依頼してください。�
宿毛市への申し込みから下水道使用開始までの書類や手続き、すべてを行ってくれます。



濆

　
平
成
２４
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
人
権
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、

す
べ
て
の
人
が
人
と
し
て
尊
重
し

合
え
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
と
、

人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「
２１
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜
く

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
基
本
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な
情
操

と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、
健

や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
は
、
昨
年
度
の
小

学
校
に
続
い
て
、
中
学
校
に
お
い

て
も
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
く
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
国
語
や
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
等
の
授
業
時
数
を
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
、
ま
た
、
我
が
国

や
郷
土
の
文
化
・
伝
統
を
受
け
止

め
、
そ
れ
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
国
語
科
で
の
古
典
、
音

楽
科
で
の
唱
歌
・
和
楽
器
、
保
健

体
育
科
で
の
武
道
の
指
導
等
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
学
力
保
障
、
学
力
向
上
対
策
に

つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を

行
う
た
め
の
支
援
員
の
配
置
や
、

教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研

修
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
不
登
校
問
題
等
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
教
職
員
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
等
に
対
し
て
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談
員
、

支
援
員
等
が
協
力
し
て
相
談
業
務

や
指
導
等
を
行
う
中
で
、
児
童
生

徒
は
も
と
よ
り
保
護
者
に
対
し
て

も
支
援
を
行
い
、
大
き
く
改
善
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
宿
毛

市
小
中
学
校
再
編
計
画
に
基
づ
き
、

学
校
の
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
懸
案
と
な
っ
て
い
る

宿
毛
小
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
議
会

と
協
議
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

建
設
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
休
校
中
で
あ
っ
た
沖
の
島
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
１
名
の

児
童
が
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
沖
の
島
保
育
園
も
同
一
施

設
で
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
は
、
小
筑
紫
中
学
校

校
舎
お
よ
び
片
島
中
学
校
校
舎
・

体
育
館
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
再
開
す
る
沖
の
島

小
学
校
の
耐
震
診
断
お
よ
び
補
強

実
施
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
平
成
２２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
教
育
版
「
地
域
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」
を
積
極

的
に
活
用
し
、
学
力
向
上
に
向
け

た
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
Ｑ
―
Ｕ
（
学
校
生
活
調
査
）
の
実

施
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

校
で
の
生
活
状
況
を
よ
り
詳
し

く
把
握
す
る
中
で
、
生
活
面
の

改
善
を
図
り
、
学
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

・
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
教
職

員
の
中
よ
り
特
別
支
援
教
育
学

校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
定

す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
す
る
学

校
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
配
置
し
、
子
ど
も

の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
支
援

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
の
状
況
を
受
け
、

来
た
る
べ
き
東
南
海
、
南
海
地

震
に
備
え
た
防
災
教
育
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
児
童
生
徒
、

職
員
の
危
機
管
理
の
認
識
を
高

め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
度

か
ら
は
、
各
学
校
に
お
け
る
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
避
難
経
路
、
避

難
場
所
の
再
確
認
、
点
検
、
見
直

し
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
や

保
護
者
と
の
共
通
理
解
、
連
携

を
充
実
さ
せ
て
い
く
中
で
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
食
材
の
確
保
や
栄
養
指
導
、
献

立
表
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
直
接

栄
養
士
が
行
い
、
委
託
業
者
に
対

し
て
は
、
学
校
給
食
の
目
的
を
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

職
場
の
衛
生
管
理
や
調
理
員
の
研

修
の
充
実
を
図
る
よ
う
指
導
を
徹

底
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
５８
年
度
の
建
築
で
あ
り
、

建
て
替
え
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
立
地
場
所
や
規

模
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
市
民
の
多
様
な
学
習
要
求
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
宿
毛
市
展
や

芸
術
祭
な
ど
の
芸
術
・
文
化
に
親

し
む
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

市
民
お
よ
び
文
化
団
体
等
が
行
う

芸
術
・
文
化
活
動
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
維
持
管
理
と

保
護
お
よ
び
愛
護
思
想
の
普
及
に

努
め
、
地
域
の
芸
能
・
伝
統
文
化

の
継
承
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宿
毛
市
体
育
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
競

技
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
体
力
や
年
齢
、
技
術
等
に
応

じ
て
、
生
涯
を
通
じ
て
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

・
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
推

進
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
安

心
で
安
全
な
活
動
場
所
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
お
よ
び
関
係
機
関

が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め

ま
す
。

・
読
書
講
座
や
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
に
よ
り
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
読
書
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学

習
の
複
合
施
設
で
あ
る
宿
毛
文

教
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

学
習
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
岡
松
　
泰
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※お昼休みも納付できます。

27（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
10（木）
24（木）

納
期
限

（木）

軽自動車税 全期

固定資産税 1期 5
31

5
31

自動車税の納付について

　自動車税の納期限は５月３１日（木）となってお
ります。納付は、銀行、郵便局、農協などの金
融機関に加え、コンビニエンスストアでも可能
となっていますので、ご利用ください。

【問い合わせ先】
　高知県幡多県税事務所
　蕁０８８０－３５－５９７２

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先
1（火）
4（金）
5（土）

6（日）

10（木）

12（土）

14（月）

15（火）

17（木）
18（金）

19（土）

20（日）

21（月）

23（水）

24（木）

25（金）

26（土）

27（日）

30（水）
1（金）

2（土）

3（日）

6（水）

第15回 桜墨会サークル展（～6日）
クルーズ船「ふじ丸」入港
防災・防犯・交通安全フェア

第30回 高知県少年空手道錬成大会兼
全国中学生空手道選手権大会選考会兼
全国少年少女空手道選手権大会県選考会

夜間市税納付窓口開設日
第4回 松田川いきいきウォーク
第17回 宿毛カップ少年サッカー大会（～13日）
第21回 春のいけばな展（～13日）
ふれあい保育（体験入園）
年金出張相談
行政相談「定例相談日」
通学路安全の日
あいさつ・声かけ運動日

新港産直市
宿毛市体育協会 バドミントン大会
育児相談
ふれあい保育

献　　血

楽しい陶芸教室（～24日）
夜間市税納付窓口開設日
献　　血
心の生涯学習セミナー『心新たに生きる』
第10回 宿毛招待中学校相撲大会
第54回 高知県中学校通信陸上競技大会（幡多大会）
仲良しクッキング
食育イベント「生き！生き！食ルート」
ストーリーテリング講座 講師：森尾靖子さん
宿毛市体育協会 社会人ミックスバレーボール大会
休日市税納付窓口開設日
第2回 チャレンジデー
無料人権相談

平成24年度 すくも探健元気ウォークラリー

宿毛市クリーンデー

堀江真美トリオコンサート
～ジャズからポップス、心に残る昭和の歌～

中央公民館　蕁63－2618
企　画　課　蕁63－1118

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115
保健介護課　蕁63－1113
総合運動公園　蕁66－1467
山 闢 美 子　蕁63－1586
各 保 育 園
市　民　課　蕁63－1112
松岡 陽一 蕁66－0110　福田 延治 蕁67－1778
総　務　課　蕁63－1111
青少年育成センター 蕁63－4197

総合運動公園　蕁66－1467

産業振興課　蕁63－1117
総合運動公園　蕁66－1467

宿毛幼稚園　蕁63－2914

保健介護課　蕁63－1113

中央公民館　蕁63－2618
税　務　課　蕁63－1115
保健介護課　蕁63－1113
宿毛モラロジー事務所 蕁63－1038
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467

坂本図書館　蕁63－2654
総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
総合運動公園　蕁66－1467
人権推進課　蕁62－0225

市　民　課　蕁63－1112
保健介護課　蕁63－1113

環　境　課　蕁63－1697

事務局・石崎宿毛音楽教室
蕁63－5047

宿毛文教センター
宿毛湾港新港岸壁
パルティ・フジ宿毛 駐車場

宿毛市総合運動公園

市役所 税務課
宿毛市和田体育館（集合）
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
市内 各保育園
市役所（市民課で受付）
宿毛文教センター
市内全域
市内全域

すくも84マリンターミナル
宿毛市総合運動公園

宿毛幼稚園

筒井病院
聖ヶ丘病院
宿毛文教センター
市役所 税務課
宿毛警察署
宿毛文教センター
宿毛市和田体育館（相撲場）
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
宿毛文教センター
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
市役所 税務課
市内全域
宿毛文教センター

宿毛市和田体育館（集合）

市内全域

宿毛文教センター

9:00
8:00

10:00

9:30

17:15
9:00
9:30
9:30
9:30

10:00
13:00

9:00

9:00
9:00
9:00

10:00
12:30
15:40
13:30
17:15

9:00
19:30

9:00
9:00

11:00
13:00
13:00

9:00
9:00
0:00

10:00

9:00

19:00

6月

㈱フジ パルティ・フジ宿毛
蕁63-0100

宿毛市職員労働組合事務所
蕁63-4578

宿毛市職員労働組合事務所
蕁63-4578

宿毛市総合運動公園

男子…平田公園
女子…東中学校
宿毛中学校
宿毛市野球場

宿毛市大月町中学校球技大会
バレーボール・卓球・サッカー

ソフトテニス

バスケットボール
野球（～20日）

たんけん

平成24年　５月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

耳下腺
じかせん

耳下腺

顎下腺

舌下腺

顎下腺
がっかせん

舌下腺
ぜっかせん

蘆口の衰えが「寝たきり」につながる可能性があります。
　高齢になると、噛んだり飲み込む力が衰える、入れ歯の調子が悪いなど、口の機能が低下しやすくなります。
口の中が不衛生になりがちで、細菌による肺炎を招くことも少なくありません。口の機能を維持するために、
だ液腺のマッサージをしていきましょう。マッサージをすると、だ液で口を潤し、おいしく食事ができるよう
になります。食事の前に行うと、より効果的です。

　
薬
物
依
存
は
誰
も
が
な
り
う
る

病
気
で
す
。
し
か
し
回
復
可
能
な

病
気
で
す
。

　
薬
物
依
存
は
、
そ
の
本
人
を
傷

つ
け
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
や
周
り
に
い
る
人
を
も
苦
し

め
ま
す
。
家
族
や
周
り
の
人
は
、

本
人
を
薬
物
依
存
か
ら
救
い
出
す

た
め
に
、
必
死
の
試
み
を
し
ま
す
が
、

実
を
結
ば
な
か
っ
た
り
、
逆
に
本

人
と
の
心
の
溝
を
深
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
人
が

疲
れ
切
っ
た
り
、
辛
い
思
い
を
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
家
族
は
、
ぜ
ひ
、「
家

族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

・
基
礎
的
な
情
報
提
供
　

・
参
加
者
同
士
で
の
体
験
共
有
や

　
話
し
合
い
　

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
皆
さ
ん
悩
み
を
抱
え
て

い
る
ご
家
族
で
す
。
誰
に
も
遠
慮

な
さ
ら
ず
に
こ
の
出
会
い
の
時
間

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場
で
話
さ
れ
た

こ
と
は
、
決
し
て
口
外
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
皆
さ
ん
で
約
束
し

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
が
安
心
し

て
話
し
あ
え
る
場
と
す
る
た
め
に
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
薬
物
依
存
以
外
の
依
存
症
（
ギ

ャ
ン
ブ
ル
等
）
を
も
つ
ご
家
族

の
参
加
も
可
能
で
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
平
成
２４
年
５
月
７
日
（月）

　
　
　
　
　
６
月
４
日
（月）

　
　
　
　
　
７
月
２
日
（月）

　
　
　
　
　
８
月
６
日
（月）

　
　
　
　
　
９
月
３
日
（月）

　
　
　
　
　
１０
月
１
日
（月）

　
　
　
　
　
１１
月
５
日
（月）

　
　
　
　
　
１２
月
３
日
（月）

　
平
成
２５
年
１
月
７
日
（月）

　
　
　
　
　
２
月
４
日
（月）

　
　
　
　
　
３
月
４
日
（月）

時
　
間

　
１５
時
〜
１７
時

場
　
所

高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
２
１
―

４
９
６
６

指を頬にあて、上の奥歯のあたりを後ろ

から前へまわします。（10回）

親指をあごの骨の内側の

柔らかい部分にあて、耳

の下からあごの下までゆ

っくり押します。（10回）

両手の親指をそろえ、あごの

下から舌を突き上げるように、

ゆっくりグーっと押します。

（10回）

【問い合わせ先】保健介護課予防係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

※各地区健康相談でも実施していますので、興味のある方はお越しください。

３つの体操を、２～３回

繰り返して行いましょう！

今日からさっそく介護予防！～お口を元気にしましょう!! ①～

だ液腺のマッサージをしましょう

家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
〜
身
近
な
人
の
薬
物
依
存
等
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
〜



広報すくも  2012.5濕

6 月 の 保 健 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

13（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

20（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター
場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

5（火）
14（木）
19（火）
28（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

母子保健

成人保健

各種健診はどこの場所でも受けることができます。
●平成24年度実施の健康診査等の申し込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険
証が必要です。持参してないと健診が受けられませんので
ご注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日

5（火）

16（土）

26（火）

18：00～18：50
19：30～19：40
10：30～11：00
13：00～13：30
14：20～14：30
15：20～15：30
18：00～19：00
18：00～18：30
19：20～19：30
10：50～11：10
11：30～11：50

正 和 隣 保 館
高 石 集 会 所
中 角 バ ス 停 留 所 前
二 ノ 宮 集 会 所
坂 本 多 目 的 集 会 所
楠 山 多 目 的 集 会 所
橋 上 小 学 校
大 島 消 防 屯 所
野 地 橋 付 近
小 川 バ ス 停 留 所 前
山 北 集 会 所

［胸部レントゲン・肺がん検診］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
1（金）

6（水）

7（木）
8（金）
18（月）
22（金）

28（木）

18：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
19：30～11：00
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～12：30
12：00～14：30

鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
神 有 多 目 的 集 会 所
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター

［健康相談］

犬の引取り ●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配付）］
場 　 所 受 付 時 間日

5（火）

16（土）

26（火）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
19：00～10：00
13：30～14：30

正 和 隣 保 館
二 ノ 宮 集 会 所
橋 上 小 学 校
大 島 公 民 館
宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

18（月）

19（火）

人数制限があるた
め予約制です。受診
票指定の時間にお
越しください。

大 島 老 人 憩 い の 家
正 和 隣 保 館
宿毛市総合社会福祉センター

　下記日程により献血を実施しますので、ご協力をお
願いいたします。

　献血は、ほんの少しの勇気
と思いやりがあればできる身
近なボランティアです。
　あなたの元気を健康を、少
しだけ分けてください。

場　　　所 受 付 時 間日
12：30～15：00
15：40～17：30
19：00～12：30

筒 井 病 院
聖 ヶ 丘 病 院
宿 毛 警 察 署

5月23日（水）

5月25日（金）

献血バスがやってきます！

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

5（火）
16（土）
26（火）

18：00～19：00
18：00～19：00
18：00～19：00

正 和 隣 保 館
橋 上 小 学 校
大 島 老 人 憩 い の 家

※食事・水分・薬など飲食物はとらずにお越しください。
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みんなでスポーツする日
～　みんなで15分以上の運動をしましょう　～

　５月３０日（水）、チャレンジデー２０１２が実施されます。
　チャレンジデーとは、毎年５月の最終水曜日の０時から２１時までの間に、１５分間以上継続して運動
やスポーツ等の身体活動を行う住民参加型のスポーツイベントです。健康づくりや地域づくりを目的に、
昨年度は全国で約１５０万人が参加しています。

　今年は岐阜県揖斐郡揖斐川町（面積：８０３．６８裄　人口：２３，８１４人）と、チャレンジデーへの参加率
を競います。皆さんぜひご参加ください。

実施日時：５月３０日（水）０時～２１時　※この時間内であればいつでも参加可能です。

参加対象：チャレンジデー当日、宿毛市にいる方

実施種目：１５分以上継続して行うスポーツ等の身体活動（例）ウォーキング、ラジオ体操等

実施場所：宿毛市内（例）自宅、学校、職場、スポーツ施設、広場等

参加報告方法（1、2のいずれか）
　１．参加報告ＢＯＸへ参加報告票を投函。（総合運動公園、各支所、文教センター、和田体育館に設置）
　２．総合運動公園に電話または参加報告票をファックスする。
※参加報告票は市役所、各支所、各体育施設にあります。参加報告票の様式は任意の様式でもかまいま
せん。

参加報告締め切り：５月３０日（水）　２１時３０分
　※チャレンジデー当日、参加者はプログラムに何回参加しても結構ですが、参加報告は１人１回のみです。

【問い合わせ先】　宿毛市チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　　　　　　〒７８８－０７８５　宿毛市山奈町芳奈４０２４（宿毛市総合運動公園内）
　　　　　　　　　蕁６６－１４６７　薨６６－１４６８

　昨年、四万十市で２万人を集めた幡多の新し
いお祭り「はたフェス」が、黒潮町の海辺を舞
台に再び開催決定！幡多地域内外の「食」や「文
化」が集合し、若者からお年寄りまで皆が楽し
めるイベントになっています。
　幡多地域の皆さん、お気軽にお越しください。

【問い合わせ先】
　はたフェス実行委員会事務局
　ＮＰＯ法人　ＦＵＣＣＯ
　蕁０８８０－３５－６９００

はたフェス2012 in 黒潮町 海辺の祭典

　親子など、大人と小学生のペアで、家庭で手
軽に楽しめる「おやつ」（桜もちとチョコまん
じゅう）を作ってみませんか？（先着１０組限
定）
　なお、当日は１３時より、食育イベント「生
き！生き！食ルート」も開催されます。

【申し込み・問い合わせ先】
　宿毛市職員労働組合事務所
　蕁６３－４５７８

日　　時　５月２６日（土）　１１時～１２時

場　　所　宿毛文教センター

申込締切　５月１１日（金）

　　　　　（土・日・祝日を除く）

「仲良しクッキング」参加者募集

日　程　

　前　夜　祭：５月１９日（土）　１５時～２１時

　本　　　祭：５月２０日（日）　１０時～１７時
（１７時～アフターパーティ）

　金環食鑑賞：５月２１日（月）　６時３０分～９時

場　所　黒潮町入野ビーチ周辺

い び ぐ ん いびがわちょう


	表紙(1P)
	今月の主な内容、人のうごき
	写真説明

	平成24年度 当初予算報告(2P)
	歳入、歳出
	性質別歳出 年度別比較表
	用語解説

	一般会計、特別会計、企業会計(3P)
	一般会計
	特別会計、企業会計
	予算額表

	情報コーナー-1(4P)
	前半部
	後半部

	情報コーナー-2(5P)
	前半部
	慶弔コーナー

	外国人住民、宿毛市新規採用職員(6P)
	外国人住民の皆さんへ
	宿毛市新規採用職員です

	ねんきんコーナー(7P)
	前半部
	今月の年金相談

	宿毛花へんろマラソン-1(8P)
	前半部
	後半部

	宿毛花へんろマラソン-2(9P)
	前半部
	後半部

	宿毛花へんろマラソン-3(10P)
	前半部
	後半部

	すくも市議会だより表紙(11P)
	定例会の概要
	当初予算
	三月定例会日程

	条例、提出された議案等(12P)
	条例
	その他
	提出された議案等

	委員会決議、決議 他(13P)
	委員会決議
	決　議
	提出された議案等

	一般質問-1(14P)
	前半部
	後半部

	一般質問-2(15P)
	前半部
	後半部

	一般質問-3(16P)
	前半部
	後半部

	一般質問-4(17P)
	前半部
	後半部

	一般質問-5(18P)
	前半部
	後半部

	一般質問-6(19P)
	前半部
	後半部

	市議会だより-終面(20P)
	前半部
	後半部
	編集後記

	ネット活用で救命講習の時間短縮(21P)
	前半部
	後半部

	文教センターだより(22P)
	前半部
	新刊案内 坂本図書館

	下水道 きれいな水を 未来まで(23P)
	下水道に加入しましょう
	下水道に加入される方への奨励金制度
	工事をするには

	宿毛の教育について(24P)
	前半部
	後半部

	宿毛市行事予定表(25P)
	前半部
	後半部
	各税納期、けいば開催日

	今日からさっそく介護予防！ 他(26P)
	今日からさっそく介護予防！
	家族支援プログラム

	6月の保健事業(27P)
	母子保健
	成人保健
	献血バスがやってきます！

	チャレンジデー2012 他(28P)
	チャレンジデー2012
	「仲良しクッキング」参加者募集
	はたフェス2012 in 黒潮町 海辺の祭典


